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　サカタインクスグループでは、ステークホルダーの皆様に当社のCSR
活動をご理解いただくために、本報告書を発行しています。2019年版より
タイトルを「社会・環境報告書」から「CSR報告書」に変更しました。本報告書
では、サカタインクスグループのCSR基本方針の策定やマテリアリティ	
（重要課題）の特定に向けた取り組みなどを掲載しています。今後も内容の
充実に努めてまいります。

●  参考にしたガイドライン
　本報告書は、環境省の「環境報告ガイドライン（2012年4月発行）」および
「GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版（G4）」、社会的
責任に関する国際規格「ISO26000」を参考に作成しています。
　また、環境会計については、環境省の「環境会計ガイドライン（2005年
2月発行）」および社団法人日本化学工業協会、日本レスポンシブル・ケア
協議会による「化学企業のための環境会計ガイドライン」を参考に作成して
います。

●  報告対象組織
　当社国内工場を主な報告対象組織としています。なお、環境パフォ−マンス
デ−タに関しては、非生産拠点（本社、支社・支店・営業所）のデータも掲載
しています。また、海外関係会社の取り組みも含めて報告しています。

●  報告対象期間
　主に、2018年度（2018年1月1日〜2018年12月31日）の状況について
報告しています。ただし、デ−タ推移や継続的に行っている活動を示す場合
などは2017年度以前の情報を含め、また、2019年1月以降の情報も必要に
応じて掲載しています。

●  ウェブサイトのご案内
　当社ウェブサイトの「環境・品質・安全衛生への取り組み」に本報告書を
掲載しています。また、本報告書についてのご意見・ご感想もウェブサイト
からお願いします。
http://www.inx.co.jp/eco/

編集方針
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サカタインクスは、新聞インキの製造・販売を目的に大阪で
1896年に創業し、その後各種印刷インキの開発、製造、販売
を行ってまいりました。そして、印刷情報産業の発展や情報
伝達手段の変化にともない、印刷インキの研究開発過程で
蓄積した顔料分散技術や樹脂設計技術を駆使し、機能性材料
にも事業を拡大しております。当社は、印刷インキの高機能化や
環境対応、最適な印刷関連機材の提供により、印刷物の高品
質化・多様化といった社会からの要請にお応えし、情報文化の
発展に貢献するよう努めてまいりました。
わが国では高度経済成長期に大きな公害問題が発生し、

環境対策が大きくクローズアップされましたが、当社では
1973年にいち早く環境部を設置し、製品および生産活動に
対する環境対応に取り組み始めました。その後、地球温暖化
が進み、世界的にも環境対応が重視されるようになるなか、
2015年9月、国連において、「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」が採択され、「持続可能な開発目標(Sustainable 
Development Goals : SDGs)」が掲げられました。環境
以外にも、人権やコンプライアンスなどの分野において持続
可能な社会の実現に向け、国家だけでなく各企業での取り組み
も重要であると位置づけられており、当社グループにおいても、
事業活動を通じてこれらの目標達成に向け、積極的に推進
しているところです。このような状況の中、持続可能な社
会の実現に貢献できるよう、CSR活動をさらに推進するた
めに、「サカタインクスグループ CSR基本方針」を新たに制
定しました。
2017年11月に「中期経営計画2020」を策定し、「CSR活動

を充実し環境経営の推進を図ることにより、企業体質・経営
基盤を強化すること」を基本方針としています。当社グループと
さまざまなステークホルダーの皆様との持続可能な発展に
向けて、社会面では時代の要請に応じた適切なコーポレート・
ガバナンス体制の構築を基本に、製品の安全性と品質の
確保や、事業継続のためのリスクマネジメント、ワークライフ
バランスのさらなる推進を目指した職場環境の改善などに
取り組んでまいります。また、環境面においては、地球環境保護
を最重要経営課題の一つとして位置づけており、グループ
全体でISO14001認証の取得や、CO2の排出削減を目的とした

エネルギー使用量の削減、工場における廃棄物の削減とリサ
イクル率を高めることによるゼロエミッション（リサイクル率
99.5%以上）の達成、環境にやさしい原材料への転換、印刷
過程で発生する環境負荷の低減などに取り組んでいます。
現在、印刷業界やパッケージ業界では、環境対応型製品が

非常に注目を受けており、当社でも植物由来成分を積極的に
使用した「ボタニカルインキ」シリーズを展開するなど、今後
の製品開発において環境対応がますます重要性を帯びて
くるものと思われます。さらに国内だけでなくアジアをはじ
めとした新興国でも今後、大きな需要が見込まれ、当社グルー
プの発展には欠かせない重要な戦略となっています。また、当
社グループがさらなる発展を遂げていくために、新たな製品の
開発や事業にも果敢に挑戦しております。これからも、当社 
グループに対する要請に真摯に対応し、常に前向きに取り組
むことで、信頼され期待される企業になるとともに、ステーク 
ホルダーの皆様とともに、グローバル企業としての持続的 
成長を果たしてまいります。
本報告書により、当社グループのCSRに対する取り組みを

ご理解いただくとともに、忌憚のないご意見をお待ちして
おります。

森田 耕太郎

トップメッセージ

『ビジュアル・コミュニケーション・テクノロジーの創造』をビジネステーマに
暮らしを快適にする情報文化の創造を目指してまいります。

代表取締役
社長執行役員
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SAKATA INX ESPAÑA, S.A.
（スペイン・バルセロナ）

INX INTERNATIONAL UK LTD.
（イギリス・マンチェスター）

JAPAN

SAKATA INX(INDIA)PRIVATE LTD.
（インド・ニューデリー）

SAKATA INX VIETNAM CO., LTD.
（ベトナム・ホーチミン）

3

●

●

●
● ●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
● ●

●
●●

日　本
サカタインクス株式会社
●本社
●支社
●支店
●営業所
●工場

会社概要

会社概要

グローバルネットワーク

大阪本社

東京本社

◆インクスグラビア株式会社
●ロジコネット株式会社
●シークス株式会社

主要国内グループ会社
◆阪田産業株式会社
◆サカタラボステーション株式会社
◆サカタインクスエンジニアリング株式会社

EUROPE

ASIA

商　　　号 サカタインクス株式会社
（SAKATA INX CORPORATION）

創　　　業 1896年（明治29年）11月1日
設　　　立 1920年（大正9年）9月5日
本　　　社 （大阪）大阪市西区江戸堀一丁目23番37号

（東京）東京都文京区後楽一丁目4番25号（日教販ビル）
代　表　者 代表取締役 社長執行役員　森田 耕太郎
資　本　金 7,472百万円 （百万円未満を切り捨てて表示しています。）

決　算　期 12月31日
事 業 内 容	 各種印刷インキ・補助剤の製造・販売

印刷用・製版用機材の販売
電子機器・情報関連機材の販売
機能性材料関連品の製造・販売
輸出入

国内営業拠点 支社（愛知・福岡）   
支店（北海道・宮城・静岡・石川・岡山・広島・香川）
営業所（青森・新潟・神奈川・長野・富山・福岡・熊本）

国内生産拠点 東京工場（千葉県野田市）・大阪工場（兵庫県伊丹市） 
滋賀工場（滋賀県米原市）・羽生工場（埼玉県羽生市）

海	外	拠	点 アメリカ・カナダ・ブラジル・スペイン・イギリス
フランス・チェコ・イタリア・インドネシア・インド
ベトナム・中国・フィリピン・マレーシア・タイ・台湾

従	業	員	数 連結 4,203名（単体 845名）
 【2018年12月31日現在】

企業理念

ビジュアル・コミュニケーション・テクノロジーの創造
●ビジネステーマ

創造性と洗練性、そして活力のある自由闊達な
社風を持ち、かつ話題性に溢れるプログレッシブ
な体質を持つ企業をめざしています

●あるべき姿

人々の暮らしを快適にする情報文化の創造を
社会における存在意義と感じます

●存在意義

顧客第一主義・積極的事業展開・チャレンジ精神
の重視・創造性の重視・アンフェアな行動の
否定・企業価値観の重視とその実行者の評価を
企業指針とします

●企業指針

わたしたちに関わる人々に対し、＜さわやかさ＞
をお約束します
そのために、あらゆる行動に“We Love You”の
気持ちを込めることを誓います

●プロミス
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PT. SAKATA INX INDONESIA
 （インドネシア・ジャカルタ）

MAOMING SAKATA INX CO., LTD.
（中国・広東省茂名）

INX INTERNATIONAL INK CO.
（アメリカ・オハイオ）

INX INTERNATIONAL INK CO.
（アメリカ・シカゴ）
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会
社
概
要

沿革

主要海外グループ会社
米　州
◆THE INX GROUP LTD.（アメリカ・持株会社）
◆INX INTERNATIONAL INK CO.（アメリカ・シカゴ）
◆INX INTERNATIONAL INK CORP.（カナダ・モントリオール）

▲CREATIVE INDUSTRIA E COMERCIO LTDA.（ブラジル・サンパウロ）

アジア
◆PT. SAKATA INX INDONESIA（インドネシア・ジャカルタ）
◆SAKATA INX (INDIA) PRIVATE LTD.（インド・ニューデリー）
◆SAKATA INX VIETNAM CO., LTD.（ベトナム・ホーチミン）
◆SAKATA INX SHANGHAI CO., LTD.（中国・上海）
◆SAKATA INX (ZHONGSHAN) CORP.（中国・広東省中山）
◆MAOMING SAKATA INX CO., LTD.（中国・広東省茂名）
●SHENZHEN SAKATA INX CO., LTD.（中国・広東省深圳）
◆CDI SAKATA INX CORP.（フィリピン・マニラ）
◆SAKATA INX （MALAYSIA） SDN. BHD.（マレーシア・クアラルンプール）
●ETERNAL SAKATA INX CO., LTD.（タイ・バンコク）
●TAIWAN SAKATA INX CORP.（台湾・台北）

欧　州
◆SAKATA INX ESPAÑA, S.A.（スペイン・バルセロナ）
◆INX EUROPE LTD.（イギリス・持株会社）
◆INX INTERNATIONAL UK LTD.（イギリス・マンチェスター）
◆INX INTERNATIONAL FRANCE SAS（フランス・パリ）
◆INX DIGITAL CZECH, A.S. （チェコ・プラハ）
◆INX DIGITAL ITALY S.R.L.（イタリア・ミラノ）

◆連結対象会社　●持分法適用会社　▲非連結子会社

AMERICAS

 【2018年12月31日現在】

阪田 恒四郎（創業者）

●1896年 個人商店（阪田インキ製造所）
として大阪で創業、新聞インキの
製造・販売を開始

●1973年 環境部を新設

●1979年 海外初のインキ生産
拠点を台湾に設立

●1988年 北米に進出

●1989年 インドネシアに進出

●1995年 インド、中国に進出

●1996年 ISO9001認証取得

●2001年 ISO14001認証取得

●2003年 ベトナムに進出

●2008年 OSHMS認定取得

●2014年 滋賀工場稼働

亜麻仁油製印刷インキ用ワニス

●1906年 社名を「阪田インキ製造所」
から「阪田商会」に改称

●1920年 経営組織の近代化と社会的
信用増大のため、株式会社
に改組（商法上の設立年）

●1959年 大阪市内に分散操業する
 ３工場を統合して、
近代的な総合工場

（現・大阪工場）を建設

●1961年 大阪証券取引所第二部に上場
（翌年、第一部）
（1988年、東京証券取引所
第一部 に上場）

●2016年 創業120周年

●1969年 野田工場（現・東京工場）稼働

●1905年 本格的な新聞インキ製造
工場を建設

●1911年 日本初の亜麻仁油製印刷インキ
用ワニスの工業化に成功、主要
事業の一つとなる

●1987年 欧州に進出
社名を「サカタインクス
株式会社」に改称

●2017年 主力４工場において、
ＴＰＭアドバンスト特別賞を受賞

大阪工場

SAKATA INX VIETNAM CO., LTD.

INX INTERNATIONAL INK CO.

東京工場

滋賀工場

SAKATA INX (INDIA) PRIVATE LTD.

●
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事業紹介

国内事業

　当社は新聞インキの製造から始まり、長い歴史と実績を誇っています。環境へのやさしさを
最優先とし、新聞製作に求められる高い紙面品質に応えるため、色再現範囲の拡大、網点再現性
の向上、ドットゲインの最適化により、自然な色・鮮やかな色を再現するインキ「ニュースウェブ
マスター　エコピュア」シリーズを提供しています。また、カラー紙面の高品質化や、新聞製作の
上流から下流までの色管理を行うカラーマネジメントシステムは、新聞社から大きな信頼を得て
います。ほかにも、新聞社の人材育成のニーズにお応えし、インキや印刷トラブル、カラーマネジ
メントなどの知識を習得するプログラム「INX新聞業界スクール」を提供しています。

新聞事業部

オフセット事業部
　書籍、カタログ、ポスターなどの印刷に使用されるオフセットインキや最先端の印刷製版機材
を提供しています。業界に先駆け環境に配慮した製品の市場導入を図り、高速オフ輪インキ、枚葉
インキ、湿し水など多様なニーズに対応できるインキを開発し、ユーザーの皆様から大きな信頼
と高い支持を獲得しています。また、近年普及が進む高感度UV印刷機に対応した紫外線硬化型
UVインキ「ドリームキュア」シリーズの展開も進めています。そのほか製版材料や印刷周辺機材
の販売では印刷物の編集・制作工程において、デジタル化への移行を円滑化する各種デジタル
機器やアプリケーションソフトが印刷業界で高く評価されています。

包装事業部
　インターネットにおける商取引の増加とともに、流通に欠かせない段ボールや紙器、紙袋など
の需要も増加しており、これらの印刷に使用されるフレキソインキを提供しています。当社は早く
から段ボール用水性インキの開発を進め、「ＦＫ-フレミオ」をはじめとしたさまざまな性能をもつ
高品質なインキを提供しています。また、製紙業界には機能性コーティング剤など多様な新技術を
提供し、新しいニーズに対応した製品群を確立しています。さらに、ユーザーの工場における生産
性改善や環境対応を支援するシステムと機材の販売にも力を入れており、インキ自動調合機や廃水
処理設備、サンプルカッター、自動搬送システムなど、多岐にわたる事業展開を進めています。

グラビア事業部
　内容物を保護しつつ大量に商品を流通させるためにフィルムパッケージは欠かせません。
当社はさまざまな後加工性能が要求されるフィルムパッケージに対応した高性能・高品質なグラ
ビアインキを提供しています。また、環境への配慮を重要課題と位置付け、ノントルエン・ノンＭＥ
Ｋ型インキの実用化に大きな成果をあげており、裏刷り用ラミネートインキ「ベルカラー」や表刷
り用インキ「サピリア」などで高い評価を得ています。さらに、水性グラビアインキや植物由来
成分を含むボタニカルインキなど、より環境にやさしいインキの普及に努めています。
そのほか生産効率化や環境対策などを支援する機器等の提供にも力を入れています。

機能性材料事業部
　当社の樹脂合成技術や分散・加工技術を駆使し、デジタル印刷用の色材や液晶パネルの
画像表示材料を扱っており、印刷インキに次ぐ当社の第2の柱とすべく取り組んでいます。急速
に拡大するデジタル印刷市場をターゲットに、高品質かつ高機能を有する産業用インクジェット
プリンター用インキや、レーザープリンター用トナーなどの開発と販売を重要な事業として位置
付けています。特にインクジェットプリンターは従来の印刷といった分野だけでなく、様々な産業で
発展の可能性があり、今後期待される事業です。また、液晶パネルに不可欠なカラーフィルター
にも、当社の微分散技術を活かした顔料分散液が使用され、重要な役割を果たしています。
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　市場ニーズ、市場動向を的確にとらえ、顧客に密着した
製品の開発・改良・技術サポートを担当しています。

●応用技術部

事
業
紹
介

海外事業

　米州・欧州地域では、「INX」ブランドで各種印刷インキ、「INX DIGITAL」ブランドでイ
ンクジェットインキを展開しています。アメリカにおいては、シカゴに本社機能と研究施
設を設け欧米市場向けのインキ開発を行うほか、各地に工場を設け、米州全域を対象
としたインキの製造・販売をしています。また、南米市場の拡販を目的にブラジルにも拠
点を設けています。欧州では、スペイン・イギリス・フランスで印刷インキを製造し、欧州
各地に供給しています。また、チェコではインクジェットインキを製造しています。

米州・欧州

　８つの国と地域に展開し、それぞれに現地法人と工場を設け、地域のニーズに合わせた
インキを製造・販売しています。人口が多く、経済成長が著しいアジア地域では、
商品流通量の増加にともなって、パッケージ用のグラビアインキの生産量が増加してい
ます。また、新たな成長市場として注目されている中東やアフリカへの輸出拠点として
の役割も担っています。

アジア

研究開発体制

　当社の研究開発は、環境にも配慮した新しい機能を持つ印刷インキをはじめ、印刷インキの
基盤技術である、樹脂合成技術、分散・加工技術、印刷・塗工評価技術をベースに、機能性コー
ティング剤、記録材料等のハードイメージング材料から画像形成・表示材料等のソフトイメージ
ング材料、エレクトロニクス産業向けの高機能性複合材料開発などの分野に、当社固有の技術
を展開しています。また、印刷産業との関わりの中で培われた画像処理技術、色彩技術をベー
スに、デジタル化等の技術革新に対応し、より速く、より広く、より美しい創造的な情報記録、情報伝達の実現に向けて、新たな
画像処理システム、画像伝送システム、カラーマネジメントシステムなどの開発に取り組み、高度情報加工産業への挑戦も続
けています。そして、日本の研究開発を、世界に展開するグループ会社のマザーＲ＆Ｄと位置付け、グローバル展開する企業の
商品や地域の独自性にあわせた製品開発、最新・最高の技術の提供とサポートを行っています。

研究開発

　各種印刷インキの製品開発を行うとともに、機能性材料
分野における顔料型インクジェットインキなどのデジタル
印刷インキ、記録・表示材料、機能性コーティング剤、カラー
フィルター用顔料分散液などの製品開発を担当。
　また、研究管理部において、研究内容や知的財産の管理、
新規開発に関する調査・企画を担当しています。

●研究開発本部 ●基盤技術

樹脂合成技術
インキ等に使用するバイ
ンダー樹脂に対して、顔料
分散機能、接着機能、印刷
適性、各種耐性・機能を付
与させるための技術

色彩技術
分光光度計、コンピュー
タを用いて、色を絶対
値で管理する技術

画像処理技術
コンピュータを使用し、
デジタル情報を、種々
な情報に加工・保存・伝
達するための技術

基盤技術

分散・加工技術
有機・無機顔料等の粒
子をサブミクロンから
ナノスケールまで微細
に分散し、安定で均一
な分散系にする技術

印刷・塗工評価技術
印刷・塗工は、インキ等の
材料を紙・フィルム等の基
材に対し薄膜の画像を形
成し、情報を伝達あるいは、
機能薄膜を形成する技術

　欧米市場向けの各種印刷インキ、次世代型インキなどの
製品開発を担当しています。

●INX INTERNATIONAL INK CO. 
　R&Dセンター（アメリカ）
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連結業績／CSRマネジメント

 

連
結
業
績

連結業績

総資産／純資産／自己資本比率

1,458
1,365 1,380

1,454

2018年
12月末

2015年
12月末

2017年
12月末

2016年
12月末

（単位：億円、%）

773
696 743 787

50.949.1
51.7 52.0

総資産 純資産 自己資本比率

＊2015年12月期：インドを除く海外子会社は2015年1～12月を、国内連結会社およびインド子会社は2015年4～12月を連結対象期間としています。

親会社株主に帰属する当期純利益／
1株当たり当期純利益

46

77 78
83

80.36

128.01 129.53
142.76

親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

2018年
12月期

2015年
12月期*

2017年
12月期

2016年
12月期

（単位：億円）

（円）

経常利益

売上高

2018年
12月期

2015年
12月期*

2017年
12月期

2016年
12月期

（単位：億円）
1,620

1,365

1,511 1,573

営業利益

51

85

101

85

（単位：億円）

2018年
12月期

2015年
12月期*

2017年
12月期

2016年
12月期

セグメント別売上高構成比

印刷インキ
（アジア）
18.9％

印刷インキ
（北米）
   26.5％

その他
  9.6％

印刷インキ
（欧州）
5.5％

機能性材料
7.2％

印刷インキ・
機材
（日本）
32.3%

2018年12月期

69

112
118

100

（単位：億円）

2018年
12月期

2015年
12月期*

2017年
12月期

2016年
12月期
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持続可能な開発目標（SDGs）に向けた取り組み
2015年9月、ニューヨーク国連本部において「国連持続

可能な開発サミット」が開催され、「我々の世界を変革する：
持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択されま
した。「持続可能な開発目標（Sustainable Development 
Goals ： SDGs）」は17の目標と169のターゲットで構成され
ており、貧困、エネルギー、気候変動などの課題に取り組むた
めに2030年までに達成すべき目標として掲げられたもので
す。前回の報告書より関連性の高い項目においては持続
可能な開発目標のSDGsロゴを付与しました。
サカタインクスグループにおいても、これらの目標の達
成に向け、事業活動を通じて積極的に推進していきます。

　CSRには、環境保護、製品安全、顧客満足、消費者保護、労働安全衛生、人権擁護、従業員満足、コンプライアンス、
リスクマネジメント、社会貢献などさまざまな要素が含まれます。これらを踏まえたうえで、当社の企業理念や倫理行動
基準、国内外の諸法令、倫理規範に則り事業活動を行うとともに、CSRを果たすためのコーポレート・ガバナンスを
統括する組織として、CSR委員会を設置しています。
　社会における良き企業市民として、経済的・環境的・社会的な側面に配慮した事業活動を行い、さまざまなステーク
ホルダーとより良い信頼関係の構築に努めつつ、社会の要請や変化に対して常に前向きに取り組むことで、持続可能な
社会の構築と情報文化の発展に貢献できるよう、CSR活動の充実を図ってまいります。

　CSR委員会を最上位の委員会とし、その下に5つの委員会を設置しています。当社グループのCSR推進体制の強化を図る
ため、「CSR推進準備室」を新たに設置しました。SDGsを始めとした、グループ全体のCSR活動をさらに充実させるため
の体制を今後、検討してまいります。

　サカタインクスグループでは、「企業理念」と「倫理行
動基準」に基づいて、持続的な発展のために、2019年4月に
「サカタインクスグループ CSR基本方針」を新たに制定しま
した。この基本方針は、サカタインクスグループがステークホ
ルダーとの良好な関係を構築し、持続的な発展を遂げ、かつ
社会課題や環境問題の解決に貢献する上での基本方針と行
動規範です。
　今後も社会から信頼され、必要とされる企業であり続ける
ために、事業活動を通じて社会的課題の解決にも貢献してい
きたいと考えております。

私たちのCSR活動
CSRに対する考え方

CSR活動の強化に向けて

CSRの推進体制

企業理念体系図

全社安全衛生
委員会

リスク・コンプライアンス
委員会環境経営委員会 品質委員会

CSR委員会

内部統制委員会

CSR推進準備室

サカタインクスグループとして、企業活動
のあるべき姿を明確にしたものの核で
あり、エッセンスとなる価値観です。

サカタインクスグループが、ステーク
ホルダーとの良好な関係を構築し、
持続的な発展を遂げ、かつ社会課題や
環境問題の解決に貢献する上での基本
方針と行動規範です。

法令遵守、そして、当社としての
価値観・倫理観を明確に打ち出
し、社員一人ひとりが良識ある
行動を実践するための行動基準
です。

企業理念企業理念
（マインド　イン　マインド）（マインド　イン　マインド）

CSR基本方針

倫理行動基準
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CSRマネジメント／マテリアリティ（重要課題）の特定に向けて

サカタインクスグループが目指すCSR

　わたしたちは、企業理念である「マインド　イン　マインド」のもと、「ビジュアル・コミュニケーション・テクノロジーの創造」を
ビジネステーマとして、人々の暮らしを快適にする情報文化の創造を目指し、企業活動に取り組んでいます。公正な競争を通じ
て適正な利潤を追求すると同時に、さまざまなステークホルダーとの良好な関係を構築し、信頼を得て、社会の持続可能な
発展に貢献していくことが、重要な経営課題と考えています。
　そのためにわたしたちは、人権を尊重し、高い倫理観と社会的良識をもって企業活動を展開し、さまざまな社会課題や地球環
境が抱える問題の解決につながる製品や商品、サービスを提供してまいります。その結果として、国連で採択された「持続可能
な開発目標（SDGs）」の達成に貢献しつつ、自らも持続的に発展し、社会から必要とされる「グローバル・カンパニー」となること
で、当社グループの企業価値向上を目指してまいります。

　社会の持続可能な発展とさまざまな課題解決に向け、6つの規範に基づいて行動します。

1. 高品質な製品・商品・サービスの提供
サカタインクスグループは、社会から有用とされる高品質かつ安全性と環境に配慮した製品・商品・サービスを提供します。

2. 公正かつ適正なコンプライアンスとガバナンス
サカタインクスグループは、各国の法令や国際条約、社会規範に基づくことはもとより、理性や良心、倫理観に則った、 
健全かつ公平性・透明性の高い企業活動の遂行に努めます。

3. 人権の尊重と働きやすい労働環境
サカタインクスグループは、あらゆる差別やハラスメント、児童労働、強制労働などを排除し、ステークホルダーの基本的人権、人格、
多様性を尊重します。また、社員の能力開発や心身の健康維持・増進を支援し、働きやすい労働環境を意識して取り組みます。

4. 徹底したリスクマネジメント
サカタインクスグループは、自然災害、情報漏洩やサイバー攻撃、反社会的勢力による行動などに対し、組織的な危機管理
に取り組み、社員と資産の安全確保に取り組みます。

5. 積極的な地球環境の保護・保全
サカタインクスグループは、あらゆる企業活動において、環境法規等を遵守するとともに、環境負荷のさらなる削減に 
有効な手段を講じ、積極的な地球環境の保護・保全に取り組みます。

6. ステークホルダーとの良好な関係構築
サカタインクスグループは、社会課題の解決と持続可能な経済成長のため、適切な情報開示と誠実なコミュニケーションを
通じて、あらゆるステークホルダーとの共存共栄を図り、良好な関係構築に取り組みます。　　

サカタインクスグループ CSR基本方針

社会・地域に対して
法規範の遵守、寄付行為・政治献金規制、反社会勢力との関係断絶、地域社会との共生、環境保全・保護、安全保障輸出管理

株主・顧客・仕入先に対して
株主としての誇り、経営情報の開示、インサイダー取引の禁止、公正かつ自由な競争の維持・促進、仕入先との適正

取引、不正競争の禁止、接待・贈答について、安全性の確保

社員相互間において 
差別禁止、ハラスメントの禁止、職場の安全衛生、労働環境の整備、会社との利害衝突の禁止、情報の管理、会社資産

の適切な使用、知的財産権の保護

　当社は、「マインド イン マインド」という企業理念のもとに、当社を取り巻く様々なステークホルダーとの良好な関係の構築を 
常に意識し、社会における存在意義を高めるべく努力しています。当社が持続的な成長を遂げ、社会から信頼され、必要とされ
る企業として発展していくためには、関係法令・国際ルールの遵守はもちろんのこと、当社としての価値観・倫理観を明確に打ち 
出し、社員一人ひとりがこれらに則って良識ある行動を実践することが不可欠であると認識し、倫理行動基準を制定しています。 

倫理行動基準
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　現在、重要課題の抽出および優先順位の検討を行っています。重要課題は下記の通りです。今後、関係部門へのヒアリング
などを行うとともに、社内でさらに検討した上で２つの軸からマッピングを実施し、優先順位の検討を行います。

マテリアリティ（重要課題）

マテリアリティ（重要課題）の特定に向けて
　サカタインクスグループでは、情報文化の発展に貢献できるよう、さらに、グローバル企業として持続的な成長を果たすために、
国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」は取り組むべき社会的課題として認識しております。2018年
度からスタートした中期経営計画2020において、「CSR活動を充実し環境経営の推進を図ることにより、企業体質・経営基盤を 
強化すること」を目指しており、社会課題と事業の関係性、ステークホルダーからの期待や要望などを整理し、マテリアリティ 
（重要課題）の特定に向けての活動を始めました。
　国内および国際的なガイドラインやフレームワークなどが示す社会的課題と当社グループの事業活動を通じて社会に 
およぼす影響と今後、目指すべき姿をさらに検討してまいります。

マテリアリティ（重要課題）の特定プロセス

・ 働きやすい職場環境と
安全・安定操業

・ 安心・安全な製品の供給

・ 環境負荷低減活動の推進

・ 地域特性に合った製品供給

・ 安定供給と顧客満足度の向上

・ 環境配慮型製品の展開

・ グローバルなＣＳＲ経営

・ コーポレート・ガバナンスの
強化

・ 事業継続体制（BCP）の強化

・ 研究開発・技術の強化

・ 革新的な生産方式の開発

・ グローバル人材の育成

・ ブランド力の向上

・ ダイバーシティ（多様性）の推進

・ 情報セキュリティ対策の推進

・ 地域貢献・社会貢献

・ 製品・サービスでの社会貢献

・ 人権の尊重

●　環境省の環境報告ガイドラインや、GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイド
ライン、ISO26000、国連SDGs、国連グローバル・コンパクトの国際的なガイドライン
などの確認を行いました。また、化学メーカーとしての重要課題を整理しました。

●　サカタインクスグループが取り組むべき課題のリストアップを行っています。
●　「持続可能な開発目標（SDGs）」で示された社会課題を分析し、その解決へ貢献できる
よう、必要な取り組みの識別を行っています。

●　今後、関係部門にヒアリングなどを行い、「ステークホルダーにとっての重要度」と
「サカタインクスグループにとっての重要度」の2つの軸からマッピングを実施してい
きます。

課題の
把握と整理

重要課題の
抽出

優先順位の
検討
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コーポレート・ガバナンス

　当社を取り巻く様々なステークホルダー（社会・地域・株主・
顧客・仕入先・従業員等）との良好な関係の構築を常に意識
し、社会における存在意義を高めることが当社の持続的な
成長につながるものと考えています。そのためには、経営の
透明性の向上、監督機能の強化、意思決定の迅速化および
責任の明確化が不可欠であるとの認識に立ち、株主総会、
取締役（会）、監査役（会）、執行役員、会計監査人による適正な
コーポレート・ガバナンスの構築に努めています。

　社員一人ひとりが、良識ある行動を実践するために、「倫理
行動基準」を策定しています。当社としての価値観、倫理観を
示し、「単に法律などで決められている事項だけを守ればよい
のではなく、当社が社会から求められていることは何かを
考えたうえで、より高い意識を持って行動するべきである」と
いう考え方を盛り込んでいます。

コーポレート・ガバナンス体制の強化
コーポレート・ガバナンスに関する考え方 企業倫理

　取締役会は、取締役7名（社外取締役2名を含む）で構成されており、経営上の重要事項に関する意思決定と各取締役
の職務執行の監督を行っています。取締役の任期を1年とし、取締役の責任の明確化を図るとともに、経営監督機能
の強化を図るために、社外取締役2名を選任しています。また、経営の意思決定及び監督機能と業務執行機能を分離
し、経営の合理化・効率化とともに、業務執行責任の明確化を図ることを目的に、執行役員制度を導入しています。 
　当社では、月1回以上の取締役会とともに、代表取締役 社長執行役員の諮問機関である経営審議会を機動的に
開催し、経営上の重要事項の審議及び結果･経過報告を行うことにより、必要な施策を適正かつタイムリーに実行するよ
う努めています。また、企業の社会的責任を果たすために、コーポレート･ガバナンスを統括することを目的として、代表取締役 社
長執行役員を委員長とするCSR委員会を最上位の委員会として設置し、その下に、各種委員会を設置しています。 
　なお、当社および当社グループの海外事業戦略や経営課題等、グローバルな経営のあり方について、海外関係会社の役員等
の意見も効果的に取り入れながら、代表取締役 社長執行役員の諮問にこたえることを目的として、2015年6月に「インター
ナショナル･アドバイザリー･ボード」を設置しています。また、取締役・監査役・執行役員の指名や取締役・執行役員の報酬等に
関する決定プロセスを透明化・客観化することで監督機能の強化を図り、コーポレート・ガバナンス体制の一層の充実・強化を
図るべく、2018年12月1日に「指名・報酬委員会」を設置しました。

意思決定・業務執行体制

　会社の機関・内部統制の関係図 【2019年3月26日現在】

選任・解任 選任・解任

内部監査委員会等

選任・解任

指揮・命令

指揮・命令

業務執行

選定 選任・監督

諮問

諮問

指揮・命令
連係

連係

選任・解任・不再任の決定／解任

経営監視

内部統制 諮問

株　主　総　会

会計監査人
（監査法人） 監査役会

各事業部・各部門・各子会社・各関連会社環境経営委員会／品質委員会／全社安全衛生委員会
リスク・コンプライアンス委員会／内部統制委員会

内部監査室

インターナショナル・
アドバイザリー・

ボード

CSR委員会

内部監査

監　査

方針決定

報告

代表取締役 指名・報酬委員会

経営審議会

執行役員

取締役会

社長執行役員



CSR Report 2019

12

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

内部統制システムの整備に関する基本方針
当社は、当社グループが果たすべき社会的責任を遂行する上で、有効な内部統制システムが不可欠であると認識し、

内部統制システムの構築・運用を最重要課題と位置付け、以下の体制を整備するものとする。

 1． 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
 2． 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
 3． 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
 4． 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
 5． 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
 6． 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
 7． 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制
 8． 前項の使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
 9． 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制及び当社の子会社の取締役、監査役、使用人又はこれらの者
  から報告を受けた者が当社の監査役会へ報告するための体制
 10． 前項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制
 11． 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務執行について生ずる費用又は
  債務の処理に係る方針に関する事項
 12． その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
 13． 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

内部統制システムの整備に関する基本方針

　当社は監査役会設置会社であり、社外監査役2名を含む4名
の監査役で監査役会が構成されています。監査役は、取締役
会、経営審議会等社内の重要会議への出席、稟議書等の重要
書類の閲覧等により取締役の職務の執行状況を監査し、必要
に応じて助言・勧告を行っており、内部監査部門（内部監査室）、
会計監査人とも連携の上、監査の実効性を高めています。

　「内部統制システムの整備に関する基本方針」に基づき、
内部統制システムの整備に関する活動を推進しています。
そして、「内部統制委員会」では各種体制・取り組みについて
総合的に検証を行い、さらなるレベルアップを図るための
諸施策の企画・立案および運用を推進しています。
　内部統制委員会の下部組織として、「全般統制部会」・「業務
処理統制部会」・「IT統制部会」の3つの部会を設置し、各部
会において諸施策を実施しています。なお、内部統制システム
の整備・運用状況は、内部監査室により独立的評価が行われ
ています。

　通報者の保護を重視しながら、違法行為の抑制と、問題
発生時の早期把握・解決を図っています。この制度には、
従業員や組織が法令や会社規則に違反した行動をとって
いることを知った場合の「通報」を受け付ける機能と、自
分や組織の行動に関し倫理行動基準に照らし合わせて疑
問に思うときや、上司に相談しにくい場合に「相談」を受け
付ける、二つの機能があります。通報窓口は、社内と社外
に設置しています。

監査体制

内部統制システム

　社員のコンプライアンスに対する意識向上を図るため、社内
メールシステムに「法務ニュース」を掲載し、基本的な法律
知識の解説や、法律に関するトピックスを提供しています。
また、社員によるインサイダー取引の未然防止については、
法務ニュースやインサイダー取引規制の解説用冊子を配布し、
注意喚起をしています。

コンプライアンス意識の向上

内部通報制度
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リスクマネジメント／製品・商品の安全と品質

リスクに対する取り組み

　事業に甚大な影響を及ぼしかねない危機が発生した際
に、状況に応じた適切かつ迅速な行動を行うための指針と
して、「事業継続計画」を策定しています。
　内容をより実効性があるものにするため、事業継続のマネ
ジメントシステム（BCMS）におけるPDCAサイクルを回し
ていく中で、今後も適宜改定していきます。その他に、従業
員の安全確認を行うために「安否確認システム」を導入し
ています。また、この取り組みを通じて、企業体質の強化も
図っています。

　リスク管理の推進および経営理念、倫理規範、遵法精神に
基づく企業行動の徹底を目的として、リスクおよびコンプラ
イアンスに関する課題・対応策の協議・承認を行っています。

　「交通事故・交通違反のゼロ」を目指し、交通安全講習
会の開催、無事故・無違反者表彰など事故防止に向けた活
動を推進しています。また、営業車両運転者の飲酒運転防
止を目的として、毎朝乗車前にアルコール探知器を使用
して、呼気中にアルコールが含まれていないことを確認す
るように義務づけています。

　緊急事態発生時においては、安全確保を最優先とし、
事業継続のため、危機の対処および収束に向け、役員、従業
員が一丸となって、損失の最小化、損害の復旧、再発防止
に取り組みます。
　また、平常時においてもリスクの可能性を常に意識し、
発生に備えた体制を整えておくことが重要です。リスク
管理規程、緊急事態管理規程に基づいて、リスクの発生に
備えています。

　研究管理部において知的財産権などの企業秘密情報
を適正に管理しているほか、情報システム部によるコン
ピュータウィルス対策や社内ネットワークへの接続制限
など、厳重な情報漏洩防止対策を行っています。
　また、無作為に選んだ社員に対し標的型攻撃メールの
訓練を実施するなど、社員に対する情報漏洩の注意喚起
を行い、情報セキュリティの重要性を意識づけています。

　お客様をはじめ、当社に個人情報を提供されるすべて
の方の個人情報の重要性を認識し、これらを適切に取扱い、
その保護の徹底を図るため、「個人情報保護方針」を定めて
います。
　この内容は当社のウェブサイトに掲載しています。
(http://www.inx.co.jp/etc/privacy.html)

● 個人情報の取扱いについての基本的な考え方
1. 個人情報に適用される「個人情報の保護に関する法律」
その他の関係法令を遵守するとともに、一般に公正妥当
と認められる個人情報の取扱いに関する慣行に準拠し、
適切に取扱います。
また、適宜、取扱いの改善に努めます。

2. 個人情報の取扱いに関するルールを明確にし、従業員等
に周知徹底します。また、取引先等に対しても適切に
個人情報を取扱うように要請します。

3. 個人情報の取得に際しては、利用目的を特定して通知
または公表するとともに、その利用目的に従って個人
情報を取扱います。

4. 個人情報の漏えい、紛失、改ざん、誤用等を防止し、適切
な管理を行うために必要な対策を講じます。

5. 保有する個人情報について、お客様ご本人からの開示、
訂正、削除、利用停止等の依頼があった場合は、適切に
対応します。 

事業継続計画(BCP)

リスク・コンプライアンス委員会

交通安全

リスク管理

情報セキュリティ

個人情報の保護

　当社においては「全社防災管理委員会」などを組織し、海外
グループ会社も含め、災害発生時の情報共有や安全対策
の水平展開などを行っています。また、各工場や本社などに
おいて、避難・誘導や初期消火、安否確認など、火災・各種
自然災害を想定した訓練
を定期的に実施していま
す。今後も各部門および
各地域と連携を図りなが
ら、防災に関する取り組
みを継続的に進めてまい
ります。

防災活動



CSR Report 2019

14

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
製
品・商
品
の
安
全
と
品
質

製品・商品の安全性と品質の確保

　製品やサービスの開発、製造、販売などを行うにあたり、
より高度な安全性の確保に取り組んでいます。国内で生産
する印刷インキについては、印刷インキ工業連合会が安全
性について定めるNLリストに準拠した原材料を使用してい
ます。また、製品やサービスの安全性に疑念が生じた場合、
ただちに事実関係を確認し、問題がある場合には迅速かつ
適切な対応をいたします。

　品質保証に関する基本理念に基づき、お客様の信頼
および販売の維持向上を目的に、継続した品質の向上に取り
組んでいます。製品の出荷前検査による品質の維持と
ともに、営業を通じて入手したお客様からの品質に対する
クレームや要望に対し、迅速かつより高品質な製品への改善
に応えています。また、品質委員会を開催し、製品・商品の
品質保証を総合的に推進しています。

　PRTR法（化学物質排出移動量届出制度）に従い、有害化
学物質の排出・移動量の把握と管理をしています。年間取
扱量（2018年4月～2019年3月）が1t以上の第一種指定
化学物質について、各事業所からの排出量と移動量を管轄
都道府県に提出しています（集計を24ページに掲載）。ま
た、製品の有害性や取扱上の注意といった情報をSDS（安
全データシート）やGHS対応ラベル（化学品の分類および
表示に関する世界調和システム）によってお客様に提供し、
取扱時や輸送時の安全の確保に努めています。

安全性の確保

品質の確保

化学物質の管理

＊TPMとは「Total Productive Maintenance（全員参加の生産保全）」の略称であり、日本プラントメ
ンテナンス協会によって提唱された、生産システム効率化の極限追求（総合的効率化）をする企業
体質づくりを目標とする活動です。

TPM活動
　当社は、1998年にTPM活動をスタートし、2004年に
優秀賞、2010年に優秀継続賞、2012年に特別賞を受賞して
います。2017年には、東京工場・大阪工場・滋賀工場・羽生 
工場の主力4工場でアドバンスト特別賞を受賞しました。
　当社のTPM活動の特徴の1つとして、生産方式のある 
べき姿「SDPS（サカタインクス・ダイレクト・プロダクション・
システム）」を目指した活動があります。この革新的な生産
方式の実現により、より効率的で安定した生産が可能となり、
製品品質の向上、製品製造における使用エネルギーの削減、
廃棄物の削減などの効果が得られています。また、危険な 
設備・作業の排除による作業安全性の向上も図れています。
シンプルな設備・生産ラインは、信頼性や保全性を高め、
これに人財育成による多能工化の推進を合わせることで、
工場のリスク低減、BCP対策にもつながる活動となっています。

　これらのTPM活動
は海外の事業所にも展
開しており、グローバル
での成果と成長を目指し
て、活動を進めています。

　品質向上の取り組みとして、海外を含むほとんどの事業
所においてISO9001＊1 認証を取得しています。
　また、環境保全への取り組みを自主的に進め、継続的に
改善していくため、ISO14001＊2 認証の取得を推進してい
ます。認証取得状況については、当社のウェブサイトに掲載
しています。

● ［ISO9001］の認証取得状況
　 http://www.inx.co.jp/eco/iso2.html

● ［ISO14001］の認証取得状況
　 http://www.inx.co.jp/eco/iso.html

ISO9001・ISO14001認証取得

品質基本理念
サカタインクスは全社員で継続した品質向上努力を
行い、顧客に信頼される製・商品、情報サービスを提供
し、人々の暮らしを快適にする情報文化を創造します。

全社品質方針

1． 当社は、印刷インキ事業をコアとして、印刷の多
様化、デジタル化、環境対応等の顧客ニーズを
把握し、顧客の満足する品質の印刷インキ及び
関連製・商品、情報サービスを提供します。

2． 当社の製・商品に適用される国内外の関連法規
を順守します。

3． データによる分析、解析を基本とし、あらゆる局
面でPDCAサイクルを廻し、品質レベルの維持、
向上に努めます。

4． 社員は品質基本理念を念頭に行動し、自己啓発
に努め、品質向上活動に参画します。

品質委員会では、当社製・商品の品質保証を総合的に推
進し、需要先の信頼および販売の維持向上を目的として、品
質保証に関する基本理念および年度ごとの全社品質方針
の策定・見直しを行っています。

品質基本理念・全社品質方針

＊1　ISO9001：
1987年に国際標準化機構（ISO）が制定した、品質マネジメントシステム（QMS）の国際規格です。

＊2　ISO14001：
1996 年に国際標準化機構（ISO）が制定した、環境マネジメントシステム（EMS）の国際規格です。
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労働環境／人権の尊重と人材育成

働きやすい職場環境づくり

　従業員が個人として尊重され、業務遂行のための良好な
職場環境を維持するため、「ハラスメント防止委員会」を設置
し、ハラスメント防止規定および相談窓口を設けています。
　相談や苦情に対応する際には、対象者の名誉・人権・プラ
イバシーに十分配慮するよう定めています。

　老人福祉・身障者福祉などの社会福祉活動や、環境美化
活動、地域消防団、自治活動などの地域活動に自主的に
かかわっている従業員を支援する「ボランティア休暇制度」
を設けています。

ハラスメント防止 ボランティア支援

　従業員が能力を十分に発揮できるよう労働環境の整備
を進めるとともに、従業員とその家族の心豊かな生活を 
サポートするための各種制度を設けています。
　仕事と家庭生活の両立に向けて、時間外労働の削減の 
ための「ノー残業デー」（原則、月・水・金に実施）、研究開発
職の従業員を主体に「フレックスタイム制度」や「裁量労働
制度」を導入しています。また、有給休暇取得の促進を図っ
ているほか、永年勤続の節目において勤続10・15・20・25
年の従業員には「リフレッシュ休暇制度」も設けています。
　さらに、「次世代育成支援対策推進法」に基づく「一般事業
主行動計画」を策定し、厚生労働省の「両立支援のひろば」
（http://ryouritsu.mhlw.go.jp/hiroba/index.php）に
おいて公表しています。従業員が能力を十分に発揮できる
よう雇用環境の整備を行うとともに、時間的にゆとりを持ち
仕事と子育てを両立させることができるような働きやすい
環境をつくるための行動計画を展開しています。

ワークライフバランスの推進

　仕事と子育ての両立を支援するために育児・介護休業法
に基づいて「育児休業規程」を設け、休業可能期間、
短時間勤務、時間外労働免除などを整備しています。
　このうち、短時間勤務については、利用できる期間を、
「小学校入学前まで」（法制度上は３歳まで）から、「小学校
３年生の年度末まで」に拡充しています。

育児支援

　要介護状態にある家族を介護する従業員を対象に、「介護
休業規程」を設け、休業可能期間、短時間勤務、時間外労働
の免除・制限などを整備しています。
　さらに、看護を必要とする家族がいる従業員を対象に、
「看護休暇規程」も設けています。

介護・看護支援

●従業員の平均勤続年数 ＊1

　従業員の健康管理のため、一般健康診断を年１回、さらに
工場では、特定の業務を行う者に対し特殊健康診断を年２
回実施しています。また、職場内を禁煙とし、別途、喫煙ス
ペースを設けるなどして、分煙を徹底しています。さらに、印刷
インキの構成成分である有機溶剤や粉末状原材料を取り
扱う作業場では、有機溶剤濃度や粉じん濃度を年２回測定
し、適切な作業環境の維持に努めています。
　「こころの健康」に対しては、毎年、全国労働衛生週間にあ
わせてメンタルヘルス講習会を実施しています。2018年
は、労働者自身のストレスへの気づきを促すとともに職場
改善につなげ、働きやすい職場づくりを進めることが目的
である「ストレスチェック制度」に関する研修を行いました。
　日常的には、各事業所の健康管理室にて相談を受け付け
ているほか、社内報に健康管理やメンタルヘルスに関する
ワンポイントアドバイスを掲載しています。
　このほかにも、従業員の健康のために、インフルエンザの
集団予防接種や、人間ドック受診の補助などを行っています。

健康管理（こころとからだの健康）

＊1　単体の従業員の平均勤続年数です。

＊1　単体の男女別の従業員数です。

●従業員数 ＊1
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資　格

階層別教育

英語教育

自己啓発支援

共通

営業・
管理間接

研究・技術・
製造

主幹社員一般社員

新任研修
新入社員
研修

若手社員
研修

中堅社員
研修

考課者訓練チューター教育

TOEIC受験・英会話学校派遣など

教育訓練実施計画表（育成プログラム・OJT支援）
社内教育（研究・技術・製造関連教育など）

育成計画書（育成プログラム・OJT支援）
社内教育（eラーニング研修講座・債権管理など）

色合せ技能者教育（カラーマッチ研修）
退職準備教育（シニアライフ勉強会）

職場内OJT教育、社外講習受講　目標管理制度（個人面談）

資格取得奨励制度・通信教育奨励制度

部
門
別
教
育
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人材マネジメント

 「倫理行動基準」や「就業規則」において、国籍、人種、
信条、宗教、性別、身体の障がい、その他の理由による不当
な差別および人権侵害行為を禁止しています。また、国籍、
性別、年齢などを問わず、優秀な人材の確保に取り組んで
おり、中期経営計画2020においては、「多様化する社会に
向けた人財活用の最適化および組織力の強化」を戦略課
題のひとつとして掲げており、海外現地法人の技術者を対
象に研修プログラムなどを実施しております。また、女性
の活躍促進に向け、積極的な登用と働きやすい職場環境
の整備を進めてまいります。

人権の尊重と多様な人材の活用

　これまでの経験や専門性を発揮し、活躍を続けてもらうために、
60歳定年後も引き続き勤務を希望する従業員を対象に、原則、
65歳までの再雇用制度を導入しています。

　障がい者の方が、その能力を十分に発揮し、自立した社会
生活を営めるような社会の実現に貢献するため、障がい者
雇用を推進しております。多様な人材を雇用すべく、引き続
き取り組んでまいります。

再雇用制度

障がい者雇用

　キャリアステージに合わせた階層（職級）別教育や、各部門で
必要となる能力の向上を支援するための各種部門別教育
などにより、従業員の能力開発と人材育成を効果的に進めて
います。また、従業員が自己啓発に取り組み、キャリア形成を
図ることを援助するため、通信教育奨励制度と資格取得奨励
制度を設けています。そのほか、従業員の意識や知識の向上を
図るため、社内メールでのニュース配信や社内報で、当社の
業績やCSR関連、販売促進のための情報を提供しています。

人材育成

●教育体系図

●度数率と強度率

　当社は、労働安全衛生に対する意識や知識の向上、日常的に実施している
活動の一層の強化などのために、JISHA（中央労働災害防止協会）方式適格
OSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）の認定を主要4工場（東京・
大阪・滋賀・羽生）で取得しています。OSHMSは、事業所における安全衛生水準
の向上を図ることを目的として、計画的かつ継続的に安全衛生管理を主体的に
推進するためのシステムのことです。安全を先取りして潜在化しているリスクを
顕在化させ、対策を実施し、未然に事故を防止する仕組みづくりであり、3つのCA
（①日常的改善活動、②システム監査、③マネジメントレビュー）が機能している
かどうかがポイントです。労働安全衛生に関する教育は、新規採用者（入工時）、
危険有害作業従事者、管理監督者資格者などをはじめ、階層別に実施してい
ます。さらに、日常的改善活動の基礎からOSHMSの概要や運用、日常的な安全
衛生活動や関係法令知識の習得には、社内教育講座も実施しています。
　当社の海外（アメリカ・フランス・インド・ベトナム・タイ）にある工場では、
OHSAS18001（労働安全衛生マネジメントシステム）を取得しています。
　今後も、労働安全衛生の一層の定着を推進し、労働災害の撲滅を目指します。

労働安全衛生

当社工場の労働災害発生状況を表す指標（度数率、強度率）の推移は以上の通りです。
製造業、化学工業のデータは、厚生労働省ホームページより抜粋しました。
＊1　度数率：労働災害による死傷者数／延べ労働時間数（100万時間あたり）
＊2　強度率：労働損失日数／延べ労働時間数（1,000時間あたり）

全社安全衛生基本方針
サカタインクスは、企業活動のすべてにおいて、働く人の安

全と心身の健康を守ることを重要な経営課題の一つであると
考え、全従業員が一致協力し、安全衛生活動を推進します。
そのために、

	 1． 安全衛生関係法令および社内規程を遵守します。
	 2． 事故・災害の防止および安全で快適な職場環境づくりに努

めます。
	 3． 安全衛生教育や社内啓蒙活動を通じて、全従業員の安全

衛生意識の高揚に努めます。
	 4． 安全衛生対策には、適切な経営資源を投入し、効果的な改

善を継続的に実施します。

全社安全衛生委員会では、全社的な安全衛生活動の推進、向上を
目的として、各事業場の安全衛生に関する情報の集約および懸案事
項の検討を行っています。

全社安全衛生基本方針
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記者懇談会

東証ＩＲフェスタ2018
（当社ブース）

決算説明会

出展ブース

東証ＩＲフェスタ2018
（大会場）
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　2018年９月、INX INTERNATIONAL INK CO.は、
「Labelexpo Americas 2018」（於 米国イリノイ）に出展
しました。この展示会では、各種印刷インキや、コーティング
剤、ラベルプリンターなどを発表しました。
　INXhrcは環境配慮型水性インキであり、乾燥速度が早く、 
植物由来成分を含有しています。また、AquaTech™ 
ION-X™は高性能で、印刷適性にも優れた、紙やフィルムに
印刷できる水性インキです。その他に、ラベルのデジタル印
刷ができる「NW340 UVインクジェットプリンター」は従来
品より印刷幅を広げ、さらな
る高解像化や高速への対応
が可能となりました。

●海外展示会への出展
　当社の製品および商品のラインアップや高い技術力を紹
介するためにさまざまな展示会に出展しました。
2018年 2月 nano tech 2018
  （第 17 回 国際ナノテクノロジー総合展）
 5月 ケミカルマテリアルJAPAN2018
 7月 IGAS2018
 10月 2018東京国際包装展（TOKYO PACK 2018）
 11月 JANPS2018（第23回 新聞製作技術展）
当社のブースでは高機能・高品質な製品や商品などについ
て来場者に理解を深めていただきました。今後も、総合イン
キメーカーとしての強みを生
かし、当社の基盤技術や新規
材料・素材を生かした製品開
発と、新たな市場の開拓に努
めてまいります。

ステークホルダーとの対話／社会・地域への貢献

ステークホルダーの皆様からの信頼を高めるために
　当社への理解および信頼関係構築のために、決算説明会や展示会などの機会を通じて、ステークホルダーの皆様との対話
が大切であると考えています。当社ウェブサイトにもニュースリリースや展示会情報などを掲載し、適切な情報発信に努めて
おり、今後も、ステークホルダーの皆様とコミュニケーションを図りながら、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。

株主・投資家の皆様とともに

決算説明会資料

　新聞記者やアナリスト、機関投資家などを対象とした
決算説明会を、年2回開催しており、決算内容や業績予想
に加え、今後の計画などを説明しました。当社ウェブサイトの
「（IRライブラリ）投資家向け説明会資料」（http://www.inx. 
co.jp/ir/exp)に当日の資料を掲載しています。
　今後も当社の知名度向上と事業内容をご理解いただき、
また話題性に溢れ、成長していく企業として認知していただ
くべく、ＩＲ活動に取り組んでまいります。

●決算説明会などを開催 
　ひとりでも多くの個人投資家の方々と直接対話することに
より、知名度向上と当社を正しく理解していただくことを目指
し、個人投資家フェア（ＩＲフェア）に出展しています。2018年
3月には、「東証ＩＲフェスタ2018」（於 パシフィコ横浜）に出展
し、大会場での会社説明会やブース内でのミニ説明会に
おいて、会社概要、業績、当社の魅力、株主還元などについて
説明しました。

●個人投資家フェア（IRフェア）に出展

●個別ミーティングの実施
　当社の事業戦略や財務内容、将来に向けての事業の成長
をどのように実現していくのかなどを説明し、当社に対する
理解促進を図るため、アナリスト・機関投資家からの要望
または当社からのアプローチによる個別ミーティングや、報道
機関からの取材要請に対し、積極的に取り組んでいます。

●国内展示会への出展

顧客・取引先の皆様とともに

出展ブース
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大阪マラソン“クリーンＵＰ”作戦

交通安全運動

アメリカ心臓協会ウォーク

清水高校の皆様

就労支援活動の協力で購入したパン

タイ北部孤児院への寄付
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　厳しい環境で生活に困窮してい
る恵まれない方々への寄付や、タイ
北部の孤児院などに寄付を行いま
した。
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地域社会の皆様とともに
　サカタインクスグループでは国内外を問わず、広く地域社会との調和と共生を図るべく、地域の文化・慣習を尊重
するとともに、良き企業市民として地域社会に貢献する活動に取り組んでいます。また、経済的・環境的・社会的な
各側面に配慮して事業活動を行っています。

　東京工場において、千葉県立清水高等学校の社会科学習
の一環として、生徒50名の工場見学に協力しました。当社
の事業内容の講義後、フレキソインキやオフセットインキの
製造部門、そして印刷室の見学を実施し、各部門の説明に
は熱心に耳を傾けていました。今後も幅広い対象に向けた
当社事業への理解を進めるととも
に、様々な手段を通じて地域社会
との共生に努めてまいります。

　東京本社では、総務部門が管轄警察署の安全協会および 
安全運転管理者協会のメンバーとして、春と秋の年2回、交通
安全キャンペーンに参加しています。当日は街頭に立ち、運転手
の方々に交通安全のご協力をお願いし、また、子どもや高齢者
を見かけた場合には、特に安全運転
を心掛けるように注意喚起を行いま
した。これを機会に、当社社員に対し
ても交通ルールの厳守と安全運転
を心掛けるよう啓蒙いたしました。

　東京本社では、障がいのある方々の就労支援活動を30年
以上行っている「社会福祉法人山鳥の会」が販売するパンを、
希望する社員がおよそ2カ月に一度購入しています。パンの
購入代金は、同会のワークショップで
パンを製造された方々の工賃として
支払われます。今後も当社社員が
継続して購入することで就労支援
活動に協力してまいります。

　大阪本社では、大阪マラソンの開催前に、大阪市美化
推進事業の一環として公共スペースを清掃する「大阪
マラソン“クリーンＵＰ”作戦」に2018年も参加しました。 
ボランティアで集まった社員が
周辺の歩道を清掃し、ゴミや空き
缶・ペットボトルを分別して回収
し、美しいまちづくりに協力して
います。

国内における取り組み事例

海外関係会社における取り組み事例

●高等学校の社会科学習に協力 

●全国交通安全運動に参加

●就労支援活動に協力 

●「大阪マラソン“クリーンＵＰ”作戦」に参加

　助けあい運動の一つである「Food drive」活動に以前か
ら協力しており、従業員が持ち寄った保存食品などを寄付
しました。また、「アメリカ心臓協会
ウォーク」にも参加し、自らイベント
を企画して募金活動を行うととも
に、寄付にも協力いたしました。

　健康増進や教育活動を通して子どもたちを支援する取り
組みを行っている、国際的な奉仕活動団体「Kiwanis Club」 
という社会奉仕団体（NPO法人）に、今年も引き続き寄付を
行いました。

●アメリカ（INX INTERNATIONAL INK CO. ） ●タイ（ETERNAL SAKATA INX CO., LTD. ）

●インド（SAKATA INX （INDIA） PRIVATE LTD. ）

　クアラルンプール日本人会が開催したチャリティー
バザーに寄付を行いました。ここで得られた収益金は、
マレーシアの福祉施設・団体に届けられました。

●マレーシア（SAKATA INX (MALAYSIA) SDN. BHD. ）

　台北市にある「中国文化大学」の学生に対して、学生が卒業
論文を学会報へ寄稿する為の費用を毎年寄付しています。

●台湾（華田油墨股份有限公司）
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環境に関する考え方 
　஍ڥ؀ٿͷอޢΛ࠷ॏཁܦӦ՝୊ͷҰͭͱೝࣝ͠ɺڥ؀
ʹ഑ྀͨ͠׆ಈʹܧଓతʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
ӦͷਪਐΛ໨తͱ͠ܦڥӦҕһձͰ͸ɺ؀ܦڥ؀　 ͯɺ؀
ຊجఆ͠ɺࡦʹຊํ਑Λ2��2೥�݄جΔશࣾతͳؔ͢ʹڥ
తࡦࢪͷ࣮ફʹؔ͢Δ߲ࣄΛܾఆ͍ͯ͠·͢ɻ
環境関連法規の遵守 
෺ɾϦαΠΫϧɺԽֶغɺഇ֐ຊ๏Λ௖఺ͱ͢Δެجڥ؀　
෺࣭ɺ஍ڥ؀ٿɺࣗ વอޢʹؔ͢Δ֤छؔڥ؀࿈๏نͷ
΄͔ɺ֤ ఆΛ९क͍ͯ͠·͢ɻڠମͷ৚ྫ͓Αͼ࣏ࣗ
　·ͨɺ࣮ ଶ೺Ѳͱࢹ؂ͷͨΊʹࣗࣾͰͷڥ؀ଌఆΛ࣮ࢪ
͢Δͱڞʹɺୈऀࡾ෼ੳଌఆؔػ΁΋ଌఆΛґཔ͠ɺڥ؀
ؔ࿈๏نͷ९कঢ়گΛఆظతʹνΣοΫ͠ ͍ͯ·͢ɻ
　Ұํɺւ֎ؔڥ؀࿈๏نʹ͍ͭͯ͸ɺւ֎ݱ஍๏ਓͱ΋ີ
઀ͳ࿈ܞΛਤΓɺ·ͨ֎෦ίϯαϧλϯτΛར༻ͯ͠ɺ̪̚Λ
͸͡Ίੈքͷ੍نڥ؀ͷ࠷৽ಈ޲Λೖख͠ɺରԠ͍ͯ͠·͢ɻ
教育・訓練活動 
Δ஌ࣝؔ͢ʹڥɺ؀͖ͮجʹϚωδϝϯτγεςϜڥ؀　
΍ٕೳɺҙࣝͷ্޲Λਤ͍ͬͯ·͢ɻஶ͍͠ڥ؀Өڹͷݪ
ҼͱͳΔՄೳੑ͕͋Δۀ຿ʹै͢ࣄΔ৔߹ʹ͸ɺ౰֘ैۀ
һʹରͯ͠ద੾͔ͭඞཁͳ܇࿅΍ڭҭΛ͍ߦɺೳྗͷ্޲
ʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨɺެ త֨ࢿͷऔಘΛ঑ྭ͍ͯ͠·͢ɻ
΍രൃɺԽֶ෺࣭ͳͲͷ࿙Ӯɺ஍਒ͳͲࡂ৔Ͱ͸ɺՐ޻֤　
ͷൃ͕֐ࡂੜͨ͠৔߹ͷରԠϚχϡΞϧΛ࡞੒͢Δͱͱ΋
ʹɺ࣏ࣗ׋؅ମ΍ۙྡ࣏ࣗձ΁ͷ࿈བྷମ੍΍ࣾһঌूମ
੍Λ੔උ͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨɺফՐખ์ਫ܇࿅ɺೋࢎԽ୸ૉࣗಈফՐઃඋ܇࿅
ͳͲͷফ๷܇࿅ɺΞϯϞχΞਫ΍ΠϯΩɾ༉ྨͷ࿙Ӯނࣄ
ͳͲΛ૝ఆͨ͠܇࿅Λ͍ߦɺສҰͷࣄଶʹඋ͍͑ͯ·͢ɻ

 ●資格取得者数 
資　格　名

工場計 （名）
2017年12月末 2018年12月末

࢜ྔܭڥ؀ 1 1
ਫ࣭ؔ֐ެ܎๷؅ࢭཧ ʢऀ1छɺ2छɺ�छʣ � �
େ֐ެ܎ؔؾ๷؅ࢭཧ ʢऀ1छʣ � �
μΠΦΩγϯެ֐๷؅ࢭཧऀ 2 2
౦ژ౎ެ֐๷؅ࢭཧऀ2ڃ 1 1
ΤωϧΪʔ؅ཧ࢜ � �
ΤωϧΪʔ؅ཧһ ˗˒ 1� 1�
ಛผ؅ཧۀ࢈ഇغ෺؅ཧ੹೚ऀ ˗˒ 1� 1�
˒ ઃٕज़؅ཧऀࢪ෺தؒॲཧغഇۀ࢈ � �
Ӵੜ؅ཧऀ1छ ˗ 22 22
1छ࢜ଌఆڥ؀ۀ࡞ 2 2
ओ೚ۀ࡞ݥةܽࢎ ʢऀࢎ ɾེܽ Խਫૉʣ ˗ �� ��
ಛఆԽֶ෺࣭౳ۀ࡞ओ೚ऀ ˗˒ �� ��
༗ۀ࡞ࡎ༹ػओ೚ऀ ˗˒ 1�� 1��
	Խ
1छѹྗ༰ثऔѻۀ࡞ओ೚ऀ ˗ � �
খن໛ϘΠϥʔऔѻٕೳऀ ˗˒ �� �1
ϘΠϥʔٕڃ2࢜ ˗˒ � �

˗ҹɿ޻৔Ͱඞཁͳެత֨ࢿ
˒ҹɿڥ؀ϚωδϝϯτγεςϜͷதͰಛఆڭҭͱ͠ ͯӡ༻͍ͯ͠Δ΋ͷ

 ●環境マネジメントの体制 

環境経営委員会
શࣾͷڥ؀ʹର͢Δɺཧ೦ɾํ ਑Λࡦఆ͠ɺܦڥ؀ӦΛ࣮ફ͠·͢

環境管理委員会
ੜ࢈ɾ։ ɾൃӦۀɾؒ ઀෦໳Ͱͷڥ؀഑ྀ׆ಈͷਪਐΛ୲౰͠·͢

東京
工場

大阪
工場

滋賀
工場

大阪
本社

東京
本社

支社・支店
・営業所

羽生
工場

環境基本理念・環境基本方針 
　౰ࣾ͸ɺ஍ڥ؀ٿอޢΛ࠷ॏཁܦӦ՝୊ͷҰͭͱೝࣝ͠ɺ
ଓతʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻܧʹಈ׆഑ྀͨ͠ʹڥ؀
ӦͷਪਐΛ໨తͱ͠ܦڥӦҕһձͰ͸ɺ؀ܦڥ؀ ͯɺڥ؀
ʹؔ͢Δશࣾతͳجຊํ਑Λ2��2೥�݄ʹࡦఆ͠ɺجຊత
Λܾఆ͍ͯ͠·͢ɻ߲ࣄͷ࣮ફʹؔ͢Δࡦࢪ

環境経営度調査 
　ʮୈ22ճۀاͷܦڥ؀Ӧ౓ௐࠪʯʢ2�1�೥ౙɺ೔ຊࡁܦ
৽ฉ࣮ࣾࢪʣ͕ ެද͞Εɺ౰ࣾ͸ճ౴ͨ͠੡଄ࣾ���ۀத
1��ҐͰͨ͠ɻ͜ ͷௐࠪ͸ɺΞϯέʔτʹճ౴͢ΔࣜܗͰߦ
ΘΕɺऔΓ૊Έ಺༰ͷ๛෋͞΍࣮੷σʔλهೖͳͲɺۀا
ͷڥ؀ରࡦ΍ܦڥ؀ӦͷऔΓ૊ΈϨϕϧΛɺ߲̑໨ʢܦڥ؀
Ӧਪਐମ੍ɺԚછରࡦɾੜ෺ଟ༷ੑରԠɺݯࢿ॥؀ɺ੡඼ର
ʹʣࡦɺԹஆԽରࡦ ෼͚ͯධՁ͠ɺ͜ ΕΒΛ૯߹ͯ͠ॱҐ෇
͚͢Δ΋ͷͰ͢ɻ͜ ͷࣾձಈ޲Λ൓өͨ͠ௐࠪ݁ՌʹΑΓɺ
౰ࣾͷڥ؀΁ͷऔΓ૊Έ͕Ͳͷఔ౓ͷҐஔʹ͋Δͷ͔ɺ
ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍߲໨͸Կ্͔͠޲औΓ૊ΈϨϕϧΛޙࠓ
Λ֬ೝ͠ɺڥ؀഑ྀ׆ಈͷਪਐʹ͍͔ͯ͠׆·͢ɻ

環境基本理念
サカタインクスは地球環境の保護を最重要経営課
題と認識し、企業活動において、環境に配慮した取り
組みを継続的に推進する。

1． શࣾһ͸ɺ஍ڥ؀ٿͷอޢΛ࠷ॏཁ՝୊ͱೝࣝ
͠ɺߦಈ͢Δɻ

ఆͳͲΛॱक͢Δɻڠɺ৚ྫ͓Αͼنͷ๏܎ؔڥ؀ ．2
3． লΤωϧΪʵɺഇغ෺ͷྔݮԽͳͲʹΑΓڥ؀

ෛՙͷݮ࡟ʹ౒ΊΔɻ
഑ྀͨ͠੡ɾ঎඼ͷ։ൃʹ౒ΊΔɻʹڥ؀ ．4
໨తɾ໨ඪΛఆΊɺ࣮ڥ؀ ．5 ௚͠ݟతͳظɺఆ͠ࢪ

ʹΑΓڥ؀ͷอޢʹ౒ΊΔɻ

環境基本方針
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ํ͑ߟຊతͳجങʹؔ͢Δߪ
　஍ڥ؀ٿอશ׆ಈͷҰ؀ͱͯ͠ɺάϦʔϯௐୡ͓ΑͼάϦʔϯߪೖΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺ౰ࣾͷ׆ۀاಈશൠʹ͓͚
ΔԽֶ෺࣭ͷݥة༗ىʹੑ֐Ҽ͢ΔѱӨڹΛ࠷খԽʹ͢Δͱͱ΋ʹɺԽֶ෺࣭ؔ࿈๏੍نͷ९कͱ͞ΒͳΔਓɾڥ؀΁ͷ
ෛՙ௿ݮΛਤΔͨΊʹɺݥةɾ༗֐Խֶ෺࣭ͷྲྀೖΛ๷͢ࢭΔ͜ͱΛ໨తͱ͠ ʮͨڥ؀Խֶ෺࣭؅ཧج४ʯ΋ఆΊ͍ͯ·͢ɻ
͞·͟·ͳ৘ใΛ׆༻͠ɺͰ͖Δ͚ͩڥ؀ෛՙͷগͳ͍ࡐݪྉ͓Αͼඋ඼ͳͲΛબͿΑ͏ʹ͍ͯ͠·͢ɻ

グリーン調達 
　ҹ࡮ΠϯΩͳͲͷ੡඼ࡐݪྉͷௐୡʹͯ͠ࡍɺ֤ ೖઌ࢓
hʹۀا ྉԽֶ෺࣭؅ཧγʔτࡐݪ Λɦఏग़͍͖ͯͨͩ͠ɺ
ͷ߲໨Λ֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻ࣍੒੒෼͝ͱʹɺߏྉͷࡐݪ

主な確認項目
˙ Խֶ෺࣭৹੍ࠪن๏＊1 ΁ͷొ࿥༗ແ
˙ 54$"ʢΞϝϦΧɺ༗֐෺੍࣭ن๏ʣͳͲ΁ͷొ࿥༗ແ
˙ 1353 ๏ͷࢦఆԽֶ෺࣭ͷؚ༗ঢ়گ
˙ ࿑ಇ҆શӴੜ๏ͷදࣔ෺࣭ɾ௨஌ର৅෺࣭ͷؚ༗ঢ়گ
˙ /- ༺࢖෺࣭ͷෆ 2＊੍ن
˙ &6 Խֶ෺੍࣭نର৅෺࣭ͷؚ༗ঢ়گʢ3&"$) ͳͲʣ

＊1　Խֶ෺࣭৹੍ࠪن๏ʢԽ৹๏ʣỚ
1���೥ʹ੍ఆ͞Ε ʮͨԽֶ෺࣭ͷ৹ࠪٴͼ੡଄౳ͷ੍نʹؔ͢Δ๏཯ʯͷ͜ͱͰ͢ɻڥ؀
Λܦ༝ͯ͠ਓͷ݈߁΍ಈ২෺ͷੜଉɾੜҭΛଛͳ͏͓ͦΕ͕͋ΔԽֶ෺࣭ͷ੡଄ɺ༌ೖ
͓Αͼ࢖༻Λ੍͢نΔ๏੍౓Ͱɺ৽ͨʹ੡଄ɾ༌ೖ͞ΕΔԽֶ෺࣭Λର৅ʹਓ΁ͷ༗ੑ֐
ͳͲʹ͍ͭͯࣄલʹ৹ࠪΛ͏ߦΑ͏ఆΊ͍ͯ·͢ɻ

＊2　/-ʢωΨςΟϒϦετʣ੍نỚ
ʮҹ࡮ΠϯΩʹؔ͢Δࣗओن ʢ੍/-੍نʣʯ͸ɺ2���೥�݄ʹɺҹ࡮ΠϯΩۀ޻࿈߹ձ͕৽
ͨʹ੍ఆͨ͠ۀքಠࣗͷ੍نͰ͢ɻ
͜ͷ੍ن͸ɺҹ࡮ΠϯΩͷࡐݪྉʹɺ༗͘ߴ͕ੑ֐ɺ݈ Λଛͳ͏Մೳੑ͕͋Δͱڥ΍؀߁
ྀͯ͠ߟΔ͜ͱΛऔΓܾΊͨ΋ͷͰ͢ɻւ֎ͷ๏ྩͳͲ΋͢ࢭېΛ༺࢖ΒΕΔ෺࣭ͷ͑ߟ
���Ҏ্ͷ෺ ɾ࣭෺࣭͕܈ϦετΞοϓ͞Ε͍ͯ·͢ɻ
౰ࣾ͸ΠϯΩϥϕϧ΍੡඼ΧλϩάͳͲʹɺ͜ ͷ੍نʹ४͍ͯ͠ڌΔ͜ͱΛࣔ ʮ͢/-੍ن
४ڌϚʔΫʯΛ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

グリーン購入 
　จ۩ɺࣄ຿༻උ඼ͷௐୡʹ͓͍ͯɺதݹ඼ͷར༻Λਪ঑
͍ͯ͠·͢ɻ֘ ౰඼͕ͳ͍৔߹ʹ͸඼࣭ͱՁ֨Λྀ͠ߟ
ͯάϦɻ ϯߪೖର৅඼Λ༏ઌతʹߪೖ͢ΔΑ͏ʹ͓ͯ͠Γɺ
2�1�೥౓ͷάϦʔϯߪೖ཰͸����ˋͰͨ͠ɻ
　·ͨɺӦۀϦʔεं྆ʹ͍ͭͯ͸ɺ௿ެ֐ ʢं௿೩අɾ
௿ഉग़Ψεೝఆंʣ΁ͷ੾Γସ͑Λ͓ͯͬߦΓɺ2�1�೥౓
຤ʹ͓͚Δ௿ެं֐ಋೖ཰͸1��ˋͰͨ͠ɻ

当社グリ－ン購入対象品
˙ άϦɻ ϯߪೖ๏＊1 ద༻඼
˙ ΤίϚ Ϋɻೝఆ඼
˙ (1/＊2 σʔλϕʔεࡌܝ঎඼

＊1　άϦʔϯߪೖ๏Ớ
෺඼౳ͷௐୡͷਪਐ౳ʹؔ͢Δ๏཯ʢ2���೥�੍݄ఆʣڥ౳ʹΑΔ؀ࠃ

＊2　(1/ʢάϦɻ ϯߪೖωοτϫɻ ΫʣỚ
΁ͷෛՙ͕Ͱ͖Δ͚ͩগͳ͍੡඼΍αڥ؀ ϏɻεΛબΜͰௐୡɺߪೖ͢Δ͜ͱଅਐ͢Δͨ
Ίɺ1���೥ʹ૊৫͞Εͨߦ੓ػ ɾؔۀاɾফඅऀஂମͷશࠃωοτϫ Ϋɻɻ౰ࣾ͸2��1೥
�݄ʹɺάϦɻ ϯߪೖωοτϫɻ ΫͷձһʹͳΓ·ͨ͠ɻ

 ●グリーン購入率 
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 ●低公害車導入率 
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COOL CHOICEについて 
　2�1�೥�݄ʹ$00- $)0*$&ࢍಉొ࿥Λ͍ߦ·ͨ͠ɻʮ$00- $)0*$&ʯ͸ɺ஍ٿԹஆԽରࡦͷ
ͨΊͷࠃຽӡಈͱ͠ ͯɺ೔ຊ੓෎Λͯ͛ڍਪਐ͓ͯ͠ΓɺলΤωɾ௿୸ૉܕͷ੡඼ɾαʔϏεɾߦಈͳͲɺ
ԹஆԽରݙߩʹࡦͰ͖Δɺ·ͨշదͳ฻Β͠ʹ΋ͭͳ͕Δɺ͋ ΒΏΔʮ͍ݡબ୒ʯΛ͍ͯ͜͠͏ͱ͍͏
औΓ૊ΈͰ͢ɻڥ؀লͰ͸ɺ͜ ͷऔΓ૊Έ΁ͷࢍಉ͓Αͼࢍಉొ࿥Λݸਓ΍ۀاɾஂ ମʹݺͼ͔͚ͯ
͍·͢ɻޙࠓ΋ɺڥ؀อશʹݙߩͰ͖ΔΑ͏ʹ౒Ίͯ·͍Γ·͢ɻ

$00- $)0*$& ಉূ໌ॻࢍ
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ΤωϧΪʔ࢖༻ྔʹ͍ͭͯ
日本国内全事業所のエネルギー使用量について 
　̎ ̌̌ ೥̕�݄ΑΓվਖ਼লΤω๏͕͞ߦࢪΕɺ౰ࣾ͸೔ຊࠃ಺શۀࣄॴͷΤωϧΪʔ࢖༻ྔͷ೺Ѳͱݪ୯Ґͷ͚޲ʹݮ࡟
ͯɺۀ࢈ࡁܦল΁ຖ೥ͷఆظใࠂॻͱத௕ܭظըॻΛఏग़͍ͯ͠·͢ɻ
ಈʹ͓͍ͯɺి׆ۀࣄ　 ɺ̖ؾ ॏ༉ɺ౮༉ɺ౎ࢢΨεͳͲͷΤωϧΪʔΛ࢖༻͓ͯ͠Γɺ̎̌̍ �೥౓ʢ2�1�೥�݄ʙ2�1�೥�݄
ͷσʔλΛू͠ܭ ͍ͯ·͢ʣ͸શۀࣄॴʹ͓͚Δઅిରࡦ΍ੜڌ࢈఺ʹ͓͚ΔઃඋվળΛਐΊɺ�೥౓ؒฏݪۉ୯Ґ௿ݮ໨ඪ
Λୡ੒͠·ͨ͠ɻޙࠓ΋ɺվળΛܧଓ͠ɺΤωϧΪʔ࢖༻ྔͷݮ࡟ʹ౒Ίͯ·͍Γ·͢ɻ

 ໨ඪͱ࣮੷ڥ؀
௨ςʔϚʯͱɺ֤ڞ௨ͷ໨ඪͰ͋Δʮڞ৔޻�ɺओཁ͖ͮجʹ401���1*　 ৔ͷ෦໳Ͱಠࣗʹઃఆ͢Δʮ෦໳ࣗओςʔϚʯͷɺ޻
ೋͭͷϨϕϧͰڥ؀໨ඪΛઃఆ͍ͯ͠·͢ɻͦ ΕͧΕͷڥ؀໨ඪͰ͸ՄೳͳݶΓఆྔతͳ໨ඪ஋Λઃఆ͠ɺୡ੒ʹ͚ͯ޲
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻʹݮෛՙͷ௿ڥ؀
　͜ͷ͏ͪɺʮڞ௨ςʔϚʯͰ͸ɺ۩ମతʹҎԼͷΑ͏ͳऔΓ૊Έ߲໨Λઃ͚͓ͯΓɺ2�1�೥౓࣮੷͸ɺ߲࣍ʹࣔ͠·͠ ͨɻ

「共通テーマ」

● 原油換算エネルギー使用量の削減（生産部門・非生産部門）
● 総廃棄物排出量の削減（生産部門・非生産部門）
● 廃棄物のリサイクル率（各工場）

 ௨ςʵϚʯڞ໨ඪʹ͓͚Δʮڥ؀
 
原油換算エネルギー使用量の削減 

ʢΤωϧΪʔݪྔ༺࢖୯ҐɿΤωϧΪʔ࢖༻ྔ̺ ʗ̻ੜ̓ྔ࢈ ʣ

事業所 部　門 項　目 2018年度削減目標
（対2017年度比）

2018年度実績
（対2017年度比）

2019年度削減目標
（対2018年度比）

東京工場

ੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔݪྔ༺࢖୯Ґ 1��ˋ ���  ̀૿Ճ 1��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ 1��ˋ 2�2  ̀૿Ճ 1��ˋ

大阪工場

ੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔݪྔ༺࢖୯Ґ 1��ˋ ��1  ̀૿Ճ 1��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ 1��ˋ ��1  ̀૿Ճ 1��ˋ

滋賀工場

ੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔݪྔ༺࢖୯Ґ 1��ˋ ��1  ̀૿Ճ 1��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ 1��ˋ 2��1  ̀૿Ճ 1��ˋ

羽生工場

ੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔݪྔ༺࢖୯Ґ 1��ˋ ���  ̀૿Ճ 1��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ 1��ˋ 2��2 ݮ࡟̀  1��ˋ

ಈͷ໨ඪͱ࣮੷׆อશڥ؀
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総廃棄物排出量の削減 
　2���೥౓͔Βɺੜ࢈෦໳͚ͩͰͳ͘ɺඇੜ࢈෦໳͔Βͷൃੜ෼΋ؚΊͨഇغ෺ͷݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ·ͨɺݯࢿͱͯ͠
ར༻ʢαʔϚϧϦαΠΫϧΛؚΉʣ͞࠶ ΕΔׂ߹ΛϦαΠΫϧ཰ͱ͠ ͯɺ໨ඪ஋Λઃఆ͠׆ಈ͍ͯ͠·͢ɻ
　2�1�೥౓͸ɺ૯ഇغ෺ഉग़ྔΛ2�1�೥౓ൺ 1��ˋ͢ݮ࡟Δͱ͍͏਺஋໨ඪΛ͛ܝɺ౦޻ژ৔ͱ࣎լ޻৔ͷඇੜ࢈෦໳
͓ΑͼӋੜ޻৔͸໨ඪΛୡ੒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ
ଓతʹऔΓ૊ΜͰ·͍Γ·͢ɻܧɺ͚ͯ޲ʹݮ࡟΋ޙࠓ　

ʢ૯ഇغ෺ഉग़ྔݪ୯Ґɿ૯ഇغ෺ഉग़ྔ̺ ʗ̶ੜ̓ྔ࢈ ʣ

事業所 部　門 項　目 2018年度削減目標
（対2017年度比）

2018年度実績
（対2017年度比）

2019年度削減目標
（対2017年度比）

東京工場

ੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔݪ୯Ґ 1��ˋ ���ˋ૿Ճ 2��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔ 1��ˋ ݮ࡟ˋ��� 2��ˋ

大阪工場

ੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔݪ୯Ґ 1��ˋ ���ˋ૿Ճ 2��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔ 1��ˋ ��1ˋ૿Ճ 2��ˋ

滋賀工場

ੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔݪ୯Ґ 1��ˋ 1���ˋ૿Ճ 2��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔ 1��ˋ ݮ࡟ˋ2��1 2��ˋ

羽生工場

ੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔݪ୯Ґ 1��ˋ ݮ࡟ˋ��� 2��ˋ

ඇੜ࢈෦໳ ૯ഇغ෺ഉग़ྔ 1��ˋ ݮ࡟ˋ���2 2��ˋ

廃棄物のリサイクル率 
　ओཁ޻�৔͢΂ͯʹ͓͍ͯɺ໨ඪΛୡ੒͠·͠ ͨɻ

事業所 2017年度実績 2018年度目標 2018年度実績 2019年度目標

東京工場 ����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀  ����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀ 

大阪工場 1����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀  1����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀ 

滋賀工場 ����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀  ����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀ 

羽生工場 1����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀  1����ˋ ��ɽ� ଓܧ̀ 

環
境
保
全
活
動
の
目
標
と
実
績
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ෛՙͷશମ૾ڥಈʹ൐͏؀׆ۀࣄ

੡଄աఔʹ͓͚Δڥ؀ෛՙͷ௿ݮ

　৽ฉɺνϥγɺΧϨϯμʔɺࢽࡶɺஈϘʔϧɺࢴାɺ৯඼แ૷ͳͲͷ
ҹ࡮෺͸ɺͪͨࢲͷ೔ৗੜ׆ʹ͔ܽͤͳ͍΋ͷͰ͋Γɺॏཁͳ৘ใ఻ୡ
खஈͷҰͭͰ͢ɻ
　ҹ࡮෺Λ࡞Δʹ͸ɺࢴɾϑΟϧϜͳͲͷࡐجʢඃҹ࡮෺ʣɺ൛ʢҹ࡮
ͷݩͱͳΔ൛ʣɺҹػ࡮ցͦͯ͠ҹ࡮ΠϯΩͳͲ͕ඞཁͰ͢ɻͦ ΕͧΕ
͕֤ʑͷੑೳΛൃ͢شΔ͜ͱͰɺΑΓߴ඼࣭ͳҹ࡮෺͕Ͱ͖ɺޮ Ռత
ͳ৘ใ఻ୡ͕ՄೳʹͳΓ·͢ɻ
　ҹ࡮ΠϯΩ͸ɺإྉɺथࢷɺ༹ ྉͱ͓ͯ͠ΓɺࡐݪͳͲΛࡎɺఴՃࡎ
ͦͷ੡଄աఔͰ͸ΤωϧΪʔɺਫɺԽֶ෺࣭Λ࢖༻͢Δͱͱ΋ʹɺ
֎෦΁͸ೋࢎԽ୸ૉɺഇغ෺ɺਫɺԽֶ෺࣭Λഉग़͠·͢ɻ͠ ͕ͨͬͯɺ
౰ࣾͷॏཁͳ՝୊͸ɺҹ࡮෺Λ௨ͨ͡৘ใ఻ୡͷҰ໾Λ୲͏ͱͱ΋ʹɺ
ϝʔΧʔͱ͠ Δ͜ͱͰ͢ɻ͢ݮ࡟ΓݶΛՄೳͳڹ΁ͷӨڥ؀ͯ
　ͦͷͨΊɺ੡଄աఔʹ͓͍ͯ͸লΤωϧΪʔ΍ഇغ෺ݮ࡟ͳͲʹ
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ·ͨɺΠϯΩʹ࢖༻͢Δ༗ࡎ༹ػͷมߋ΍ɺ70$

ʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣΛ௿ͨ͠ݮΠϯΩͷ։ൃʹ౒ΊΔͱͱ΋ʹɺ
ҹ࡮աఔͰ͢ൃشΔ༗ࡎ༹ػΨεͷॲཧ૷ஔΛ͓٬༷ʹఏҊ͢ΔͳͲɺ
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻʹݮෛՙ௿ڥ৔χʔζΛৗʹ୳Γͳ͕Β؀ࢢ

平らな版に、インキがなじみやすい
部分（画線部）と水（湿し水）がなじ
みやすい部分（非画線部）を作り、
インキと水が混ざりにくい性質を
利用して印刷するもの。印刷時に、
版からゴム版（ブランケット）に一旦
インキを移すことから”オフセット”
と呼ばれます。
裁断された用紙に一枚ずつ印刷する場合は枚葉、ロール状に巻かれた用紙に印刷する
場合はオフ輪（オフセット輪転）と呼ばれます。
（使用例）新聞、カタログ、ポスター、チラシなど

凹凸のついた版の凸部にインキをつけ、
被印刷体に移して印刷する凸版印刷の
うち、感光性樹脂などで作成した柔軟な
版を使用する印刷です。
（使用例）段ボール、紙袋など

金属ロールを腐食あるいは彫刻した版
にインキをつけ、ドクターと呼ばれる刃
で掻き取り、凹部に残ったインキを被印
刷物に圧力をかけて移して印刷する方
式です。
（使用例）食品・雑貨包装用フィルム、
ペットボトル飲料のラベルなど

被印刷物
湿し水ローラー

ブランケット胴ブランケット胴
圧胴

版

インキローラー

インキ

被印刷物
圧胴

版

インキローラー

インキ

被印刷物
圧胴

インキパン

版
ドクター

インキ インキ

Φϑセοτ

ϑϨΩι

άϥビア

印刷方式の種類

஫ʣޒࣺ࢛ೖʹΑΓɺ߹͕ܭ߹Θͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ
＊1　2�1�೥1݄ʙ12݄ͷσʔλΛू͍ͯ͠ܭ·͢ɻ
＊2　2�1�೥�݄ʙ2�1�೥�݄ͷσʔλΛू͍ͯ͠ܭ·͢ɻ

INPUT
ʪओཁ4工場߹ܭʫ

（原油換算）

当社の取り組み

ؚ༗Խֶ物࣭の؅ཧ
1353๏ͷࢦఆԽֶ෺࣭
࿑ಇ҆શӴੜ๏ͷ֘౰෺࣭
෺࣭ ͳͲ੍ن-/

エネルギー使用量

ؾి ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ4
690LM
"ॏ༉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ97LM
౮༉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ40LM
౎ࢢΨεŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1
393LM

6,220kl

総物質投入量

थࢷ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ20
800 U
ࡎ༹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ36
800 U
ྉإ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ14
300 U
ఴՃࡎ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 4
500 U

76,400t

૯ྔ

૯ྔ

＊1

水使用量

্ਫ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 97ઍN�

ਫ༺ۀ޻ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 8ઍN�

஍Լਫ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ167ઍN�

272千m3૯ྔ

＊1

＊1
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事
業
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷
の
全
体
像

੡଄աఔʹ͓͚Δڥ؀ෛՙͷ௿ݮ

OUTPUT
ʪओཁ4工場߹ܭʫ

再資源化量

ۚଐͣ͘ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 10 U
ഇΠϯΩɾഇ༹ࡎ ŋŋŋŋ 517 U
ԚటʢഉਫॲཧԚటʣŋŋ 1
004 U
ͦͷଞ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 587 U

ʢҰൠɺഇϓϥɺ໦ͣ͘ͳͲʣ

2,118t

廃棄物排出量

ۚଐͣ͘ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 10 U
ഇΠϯΩɾഇ༹ࡎ ŋŋŋŋŋ517 U
ԚటʢഉਫॲཧԚటʣŋŋ1
004 U
ͦͷଞ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ591 U

ʢҰൠɺഇϓϥɺ໦ͣ͘ͳͲʣ

2,122t

CO2換算排出量

ؾి ŋŋŋŋŋŋŋ 7
411 U�$02

"ॏ༉ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 259 U�$02

౮༉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 105 U�$02

౎ࢢΨε ŋŋŋ 2
732 U�$02

10,507t-CO2

排水

Լਫಓڞެ ŋŋŋŋŋŋ 99ઍN�

�৔֎ഉਫॲཧ৔ 130ઍN޻

์ ʢྲྀՏ઒ʣŋŋŋŋŋŋŋŋ 2ઍN�

231ઍm3

大気汚染物質
/0Y ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1�7 U
40Y ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1�5 U

化学物質の排出・移動量
（PRTR届出物質）

େؾ΁ͷഉग़ŋŋŋŋŋ�
��2LH
ਫҬ΁ͷഉग़༺ڞެ ŋŋŋŋŋ �LH
Լਫಓ΁ͷҠಈڞެ ŋŋŋŋŋ 2LH
ॴ֎΁ͷҠಈۀࣄ ŋŋŋ ��
���LH

51,176kg

水質汚濁負荷
#0%ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1�1 U
$0%ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1�1 U

஫ʣޒࣺ࢛ೖʹΑΓɺ߹͕ܭ߹Θͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

サカタインクスの事業活動

Λͭࢴੜ࠶Β͔ࢴݹ˞ Δ͘ࡍɺύϧϓݪྉӷ
　ʢࢴݹͱਫͷࠞ߹෺ʣ͔ ΒɺΠϯΩΛ๐ঢ়ʹ͠ ͯ
　औΓআ͘޻ఔΛ୤๽ʢͩͭ΅͘ʣͱ͍͍·͢ɻ

ҹ࡮෺ͷফඅʗഇغɾϦαΠΫϧ

ҹ࡮ձ ʢࣾΠϯΩͷ࢖༻ʣ

੡ɹ඼

ΠϯΩͷ੡଄

当社の取り組み

●水ܥ΁のෛՙ削減
●大ؾ΁のෛՙ削減
●૽Ի๷ࢭ
●廃棄物の削減
●౔৕Ԛછ๷ࢭ
●লエネルギー

大ؾ΁のෛՙ削減
ਓ΁の健߁഑ྀ
২෺༉ΠϯΩʗϊϯ70$ΠϯΩʗ
ϘλχΧϧΠϯΩʗϥΠεΠϯΩʗ
ϊϯτϧΤϯɾϊϯ.&,ΠϯΩʗ
ਫੑΠϯΩ

水ܥ΁のෛՙ削減
࣪͠ਫͷແϦϯԽɺϊϯ*1"Խɺ
ਫແ͠ҹ࡮

಺༰物΁の҆શ഑ྀ
রʣࢀ९कʢ2�ϖʔδ੍ن-/
ཁҼ削減֐の્࣌生࠶ࢴݹ
୤๽ੑ˞

૯ྔ

૯ྔ

૯ྔ

૯ྔ

૯ྔ

थࢷϫχε੡଄

原ࡐྉ഑߹・᎟፩

࿅೑

ௐ੔

ݕ ・ࠪॆ ర

＊1

＊1

＊1

＊1

＊1

＊1

＊2
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อશίετڥ؀
ܭ߹අͷܦ࿈ؔڥ΍ओͳ؀ֹܭ߹ͷࢿ࿈౤ؔڥ؀　 ʢֹڥ؀อશઃඋʹؔΘΔվળɾҡ࣋අ༻ɺڥ؀ෛՙࢹ؂අ༻͓Αͼ
ഇغ෺దਖ਼ॲཧඅ༻ͳͲʣΛڥ؀ใࠂॻൃߦ౰ॳ͔Βެද͍ͯ͠·͢ɻ
　ͦͷޙɺʮڥ؀ใࠂॻ2���ʯ͔ Β͸ɺڥ؀ձܭΨΠυϥΠϯͷ෼ྨʹ४ͨ͡ڥ؀อશίετͷूܭΛ͍ߦɺ͞ Β ʮʹڥ؀ใࠂॻ
2���ʯ͔ Β͸ɺڥ؀อશޮՌʢ෺ྔޮՌɺࡁܦతΈͳ͠ޮՌʣΛࢉग़͠ɺެ ද͍ͯ͠·͢ɻͳ͓ɺڥ؀อશޮՌͱ͠ ͯɺϦεΫճආ
ͳͲʹΑΔਪఆతޮՌ΋ߟ Β͑Ε·͕͢ɺࢉग़͍ͯ͠·ͤΜɻ

環境保全コスト 
　2�1�೥౓ͷڥ؀อશίετͷ౤ܭ߹ֹࢿ͸ɺ1��ඦສԁͰͨ͠ɻओͳ಺༰͸ɺਫ࣭อશઃඋͷઃஔɺେؾԚછ๷ࢭઃඋͷ
ઃஔɺলΤωϧΪʔઃඋͷઃஔɺ؅ཧ׆ಈͳͲͰ͢ɻڥ؀อશίετͷඅ༻ֹ߹ܭ͸ɺ1
���ඦສԁͰͨ͠ɻओͳඅ༻͸ɺ
ɾ؅ཧඅ༻ɺ࣋ઃඋͷҡࢭɾϦαΠΫϧɾదਖ਼ॲཧͷͨΊͷඅ༻ɺਫ࣭Ԛ୙๷ݮ࡟෺ͷغ։ൃඅ༻ɺഇڀݚ੡඼ͷܕ഑ྀڥ؀
লΤωϧΪʔઃඋͷҡ࣋ɾ؅ཧඅ༻ͳͲͰ͢ɻ
 ʢ୯Ґɿඦສԁʣ

環境保全コストの分類 主な取り組みの内容
2017年度 2018年度

投資額 費用額 投資額 費用額

事業エリア内コスト

ίετࢭ๷֐ެ େؾԚછ๷ࢭઃඋɺਫ࣭Ԛ୙๷ࢭઃඋɺ
૽Ի๷ࢭઃඋͳͲͷҡ࣋ɾ؅ཧ 2�� �1 1�� ��

஍ڥ؀ٿอશίετ লΤωϧΪʔઃඋͷҡ࣋ɾ؅ཧ
ԹࣨޮՌΨεͷഉग़཈੍ 2� �� � ��

॥؀ίετݯࢿ ഇغ෺ͷݮ࡟ɾϦαΠΫϧɾదਖ਼ॲཧ 1 11� � 121

上・下流コスト ΔͨΊͷίετ͢ڙ੡඼Λఏڥ؀ � � � �

管理活動コスト ࣋ϚωδϝϯτγεςϜҡڥ৘ใͷެදɺ؀ڥ؀
ɾ؅ཧ࣋ɺ྘஍ͷҡࢹෛՙ؂ڥ؀ 1� 12� 1 1�2

研究開発コスト ڀݚอશʹؔ͢Δڥ؀ � ��� � ���

社会活動コスト ԉࢧಈͷ஍Ҭ׆อશڥ؀ � 1 � 1

環境損傷対応コスト ᴷ � � � �

合計 2�2 1
��� 1�� 1
���

Θͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ߹͕ܭ߹ೖʹΑΓޒࣺ࢛＊
＊౰֘ؒظͷ౤ֹࢿ૯ֹ͓Αͼڀݚ։ൃඅ૯ֹ͸ͦΕͧΕ�
���ඦສԁɺ1
��1ඦສԁͰ͢ɻ 

 ●集計の考え方 

（1）基本とした指針
ΨΠυϥΠϯ2���೥൛ʯ͓ܭձڥলʮ؀ڥ؀ ΑͼҰൠࣾஂ๏ਓ
೔ຊԽֶڠۀ޻ձ　೔ຊϨεϙϯγϒϧɾέΞٞڠձʮԽֶ
͠ʹߟࢀΨΠυϥΠϯʯΛܭձڥͷͨΊͷ؀ۀا ·͠ ͨɻ

（2）集計にあたっての前提条件
ᶃ ର৅ؒظā2�1�೥1݄1೔ʙ12݄�1೔

ʢձܭ೥౓ͱҰகʣ
ᶄ ू ձࣾࣜגғāαΧλΠϯΫεൣܭ
ᶅ ެ ද༷ࣜāڥ؀อશίετʢ׆ۀࣄಈʹԠͨ͡෼ྨʣʹ

४͡·͠ ͨɻ

（3）環境保全コストの算定基準
ᶃ ౤ֹࢿā ࢿอશʹؔΘΔઃඋ౤ڥ؀ ʢֹҰ෦༧ֹࢉʣΛ

ɻ͢·͍ͯ͠ܭू
ᶄ අ༻ֹā ෳ߹ίετͷ৔߹ɺ҈෼ࢉܭΛ͍ͯ͠·͢ɻ

ʪݮՁঈ٫අʫ
อશʹؔΘΔઃඋΛର৅ͱ͠ڥ؀ ɺ
ɻ͢·͍ͯ͠ܭͷֹۚΛू্ܭ຿ձࡒ

ʪਓ　݅　අʫ
ฏۉਓ݅අ୯Ձʹڥ؀อશઃඋʹର͢Δ
ɻ͢·͍ͯ͠ܭΛ৐ͯ͡ूؒ࣌ಈ׆อશڥ؀

ʪڀݚ։ൃίετʫ
਺ΛܾΊɺ܎อશڥ؀ʹςʔϚ͝ͱڀݚ
҈෼͍ͯ͠ࢉܭ·͢ɻ

ܭձڥ؀
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อશޮՌڥ؀
తΈͳ͠ޮՌͷ྆໘͔ΒධՁ͍ͯ͠·͢ɻࡁܦෛՙͷ཈੍ྔͰධՁ͢Δ෺ྔޮՌͱֹۚͰධՁ͢ΔڥอશޮՌ͸ɺ؀ڥ؀　
ͳ͓ɺࡁܦతΈͳ͠ޮՌ͸ɺΤωϧΪʔඅ༻͓Αͼഇغ෺ॲཧඅ༻ͷݮ࡟ɺڥ؀഑ྀܕ੡඼ͷൢച͔Βࢉग़͍ͯ͠·͢ɻ

物量効果 
物量効果の分類 単　位 2017年度 2018年度 削減量 ＊1

エネルギー（原油換算） LM �
�1� �
22� ˚��2

　　電気 LM �
��2 �
��� ˚���

　　燃料 LM 1
�2� 1
��� ˚12�

二酸化炭素換算排出量 U �
��1 1�
��� ˚�2�

廃棄物排出量 U 2
22� 2
122 ��

処分量 U � � �

NOx（窒素酸化物） U 1�� 1�� �

SOx（硫黄酸化物） U 1�� 1�� �

ൺֱ͍ͯ͠·͢ɻ͍ߦಈྔௐ੔Λ׆ΑΔʹྔ࢈͸ɺੜྔݮ࡟˔
˔ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ͸ɺઈରྔͰ΋ɺ׆ಈྔʹΑΔௐ੔ޙͰ΋૿Ճ͍ͯ͠·͢ɻ
˔ഇغ෺ഉग़ྔ͸ɺઈରྔͰ΋ɺ׆ಈྔʹΑΔௐ੔ޙͰ΋͍ͯ͠ݮ࡟·͢ɻ
Ớྔݮ࡟　1＊

2�1�೥౓σʔλΛ׆ಈ ʢྔੜྔ࢈ʣʹ Αͬͯௐ੔͠ɺ2�1�೥౓σʔλͱൺֱͨ͠΋ͷͰ͢ɻ
͜ͷࢉग़ํ๏͸࣍ͷ௨ΓͰ͢ɻ
ݮ࡟ ʢྔ׆ಈྔௐ੔ޙʣ́ 2�1�೥౓ڥ؀ෛ ʢ̔׆ಈྔௐ੔ޙʣɻ 2�1�೥౓ڥ؀ෛՙ
2�1�೥౓ڥ؀ෛ ʢ̔׆ಈྔௐ੔ޙʣ́ 2�1�೥౓ڥ؀ෛՙ ʢ̫2�1�೥౓ੜྔ࢈ʗ2�1�೥౓ੜྔ࢈ʣ

経済的みなし効果 
 ʢ୯Ґɿඦສԁʣ　　　　　　　　　　　

2017年度 2018年度

エネルギー費用（電気、燃料）の削減 ˚� ˚�1

廃棄物処理費用の削減 ˚� ˚2

環境配慮型製品の販売 ＊2 1
��� 1
���

˔ͦͷଞਪఆతͳޮՌͱ͠ ͯɺϦεΫճආʹΑΔޮՌ΍ۀاΠϝʔδͷ͛ڍ্͕޲ΒΕ·͕͢ɺۚ ೉ͳͨΊࠔ͕ࢉ׵ֹ
ग़͍ͯ͠·ͤΜɻࢉ　
੡඼ͷൢചỚܕ഑ྀڥ؀　2＊

੡඼ച্ߴʷӦۀརӹ཰ʷڥ؀഑ྀܕΠϯΩͷׂ߹

ͷऔΓ૊Έޙࠓ
ͱɺޮܭอશίετͷूڥ؀　 Ռͷࢉग़Λܧଓ࣮ͯ͠͠ࢪɺͦ ͷ৘ใΛ։͍ࣔͯ͠·͢ɻ͜ Ε͔Β΋ɺڥ؀౤ࢿ΍׆ڥ؀ಈͳͲΛ
௨ͯ͠ɺܧଓతͳվળʹ౒Ίͯ·͍Γ·͢ɻ

環
境
会
計
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഑ྀͨ͠੡඼։ൃʹڥ؀
　౰ࣾ͸ɺଟ༷ͳχʔζʹ͓Ԡ͑͠ߴɺ ඼࣭ͳΠϯΩͷఏڙͱͱ΋ʹɺڥ؀ʹ഑ྀͨ͠ΠϯΩͷ։ൃʹ΋ྗΛೖΕ͓ͯΓɺൢ ച
਺ྔ࣮੷ʹ઎ΊΔڥ؀഑ྀܕΠϯΩͷׂ߹ʢ౰ࣾج४ʣ͸2�1�೥౓Ͱ໿���ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻΠϯΩઃܭʹ͓͍ͯ͸ɺࡐݪྉ
͚ͩͰͳ͘ɺҹ࡮΍ޙՃ޻ͷஈ֊ʹ͓͚Δڥ؀ෛՙͷ௿ݮ΋ྀ͍ͯ͠ߟ·͢ɻʮ௿୸ૉࣾձʯͷ࣮͚ͯ޲ʹݱɺ͜ ͷΑ͏ͳڥ؀
഑ྀܕ੡඼ͷల։Λ௨͡ɺເͱ࠼Γͷ͋Δੜ׆΍৘ใจԽʹ͠ݙߩଓ͚ΔΑ͏औΓ૊ΜͰ·͍Γ·͢ɻ

植物油インキ、ノンVOCインキ、バイオマスインキ 
　৽ฉɺΧλϩάɺϙελʔɺνϥγͳͲͷҹ࢖ʹ࡮༻͞Ε
ΔΦϑηοτΠϯΩʹ͓͍ͯɺͦ ͷߏ੒੒෼Ͱ͋Δߴ෸఺
ੴ༉ࡎ༹ܥΛɺҰఆྔҎ্ͷ২෺༉ʹஔ͖ͨ͑׵ΠϯΩΛ
২෺༉ΠϯΩͱ͍͍·͢ɻ
　ҹ࡮ΠϯΩۀ޻࿈߹ձͰ͸ߴɺ ෸఺ੴ༉ࡎ༹ܥΛ֤छ২
෺༉ʹஔ͖ͨ͑׵২෺༉ΠϯΩʹ͍ͭͯɺ̎̌̌ ೥̔12݄ʹ
ͦͷఆ ɾٛج४Λ੍ఆ͍ͯ͠·͢ɻ͜ ͷج४ʹ४ͨ͠ڌΠϯΩ
ͷ੡඼ϥϕϧ΍ͦͷΠϯΩΛ࢖༻ͨ͠ҹ࡮෺ʹ͸ɺʮ২෺༉
ΠϯΩϚʔΫʯΛදࣔ͢Δ͜ ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺʮ̙ ̸̰̓̾ ̴̽
ΤίϐϡΞʯγϦʔζ΍ʮ̬̚ ̢̗ ̨̖ ̩̚  ̧ΤίϐϡΞ ϝΨʯ
γϦʔζɺʮ̸̙̰̓̾̽  ̴ΤίϐϡΞ ̨ ̤̮  ̘ �̡̍ ̌̌ ʯ̭΍ʮ̸̙̰̓̾̽  ̴ 
ਫແ  ͠ΤίϐϡΞ ̨ ̤̮  ̡̘ ʯΛ্͍ͯ͠ࢢ·͢ɻ2�1�೥�݄
ΑΓɺڥ؀ෛՙ௿ݮΛ͞Βʹଅͨ͢Ίʹɺҹ࡮ΠϯΩۀ޻࿈
߹ձ ʮ͕ΠϯΩάϦʔϯϚʔΫ੍౓ʯΛಋೖ͠·ͨ͠ɻ౰ࣾ
͸ɺʮΠϯΩάϦʔϯϚʔΫʯʹ ରԠ͠ ͨΠϯΩ΍ੜ෺༝དྷͷࢿ
ʢόΠΦϚεʣΛར༻ͨ͠όΠΦϚεΠϯΩ΋ల։ͯ͠ݯ
͍·͢ɻͳ͓ɺʮόΠΦϚεϚʔΫʯ͸Ұൠࣾஂ๏ਓ ೔ຊ༗ػ
ϚʔΫͰ͢ɻڥձ੍͕ఆͨ͠؀ڠݯࢿ

 ●エコマーク 

Diatone エコピュアシリーズの
エコマーク

ΤίϚʔΫ͸ɺެ ӹஂࡒ๏ਓ ೔ຊڠڥ؀ձ͕ӡӦ͢Δڥ؀
ϥϕϦϯά੍౓Ͱ͢ɻ঎඼ྨ͝ܕͱʹೝఆج४੍͕ఆ͞Εɺ
ҹ࡮ΠϯΩ͸঎඼ྨ1�2ܕʢҹ࡮ΠϯΩ7FSTJPO2��ʣͷର
৅ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
 ●ノンVOCインキマーク 

水無し ノンＶＯＣインキマークノンＶＯＣインキマーク

ʮϊϯ̫̤̘ ΠϯΩʯΛ࢖༻͍ͯ͠Δҹ࡮෺ʹ͸ɺʮϊϯ̫̤̘
ΠϯΩϚʔΫʯʢ౰ࣾΦϦδφϧڥ؀ϚʔΫʣΛ࢖༻͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·͢ɻ

 ●インキグリーンマーク、バイオマスマーク 

ΠϯΩதͷόΠΦϚεׂ߹ͷ౓߹͍Λྀ̏ͯ͠ߟ ஈ֊ͷೝ
ఆج४ΛఆΊ ʮͨΠϯΩάϦʔϯϚʔΫʯ΍ੜ෺༝དྷͷݯࢿ
Λ࢖༻͠ ʮͨόΠΦϚεϚʔΫʯͷର৅ͱͳΔ੡඼΋ల։ͯ͠
͍·͢ɻ
 ●環境配慮型インキ一覧 

インキ名 用途

˔ΤίϚʔΫ֘౰
/&84 8&#."45&3 ΤίϐϡΞ ৽ฉΠϯΩ
8&#."45&3 ΤίϐϡΞ ϝΨ ΦϑηοτྠసΠϯΩ
%JBUPOF ਫແ  ͠ΤίϐϡΞ ਫແ͠Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
ϕϧΧϥʔ άϥϏΞΠϯΩ
ϥοϓτʔϯ ੡ା༻ϑϨΩιΠϯΩ
',�ϑϨϛΦʢ3&�
 13�Λআ͘ʣ ஈϘʔϧ༻ϑϨΩιΠϯΩ
/5�2���ʢಛఆΠϯΩʣ άϥϏΞΠϯΩ
˔ϊϯ70$ΠϯΩϚʔΫ֘౰
%JBUPOF ΤίϐϡΞ 40: $-�1��9 Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ਫແ  ͠ΤίϐϡΞ 40: $- ਫແ͠Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF υϦʔϜΩϡΞ ౓̪̫ײߴ ΦϑηοτΠϯΩ
˔ΠϯΩάϦʔϯϚʔΫ֘౰＊1

8&#."45&3 ΤίϐϡΞ ϝΨ̟ ΦϑηοτྠసΠϯΩ
8&#."45&3 ΤίϐϡΞ ϝΨ̟  ̡̞̩̚ ΦϑηοτྠసΠϯΩ
%JBUPOF υϦʔϜΩϡΞ ̠ ʵ̠ ̩ ౓̪̫ײߴ ΦϑηοτΠϯΩ
%JBUPOF υϦʔϜΩϡΞ ̨ ̤̮ ౓̪̫ײߴ ΦϑηοτΠϯΩ
%JBUPOF υϦʔϜΩϡΞ ̡ ̙̚ ౓-&%�67ΦϑηοτΠϯΩײߴ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ ̟ ʵ̥ ̸̳́ ̴ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ ̨ ̤̮  ̘ ̡ɻ ̍̌ ̭̌ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ ΧϧτϯϚελʔ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ਫແ  ͠ΤίϐϡΞ 40: ̘ ̡ɻ ̣̫ ̫ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ ̨ ̤̮  χϡʔ̨̜ ̡ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
%JBUPOF ΤίϐϡΞ χϡʔϦΞϧϒϥοΫ Φϑηοτຕ༿ΠϯΩ
˔ϘλχΧϧΠϯΩϚʔΫ֘౰ɺόΠΦϚεϚʔΫ֘౰
ϩτϏΦ ද࡮Γ༻άϥϏΞΠϯΩ
αϐϦΞ ද࡮Γ༻άϥϏΞΠϯΩ
/5�2��� ද࡮Γ༻άϥϏΞΠϯΩ
9"��� ද࡮Γ༻ϑϨΩιΠϯΩ
άϥτʔϯ1$/ άϥϏΞΠϯΩ༺ࢴ
ϕϧϑϩʔϥ ཪ࡮Γ༻άϥϏΞΠϯΩ
Τίϐʔϊ ਫੑάϥϏΞΠϯΩ
Τίϓϥʔλ ਫੑϑϨΩιΠϯΩ
%JBUPOF υϦʔϜΩϡΞ #. ײߴ౓67ΦϑηοτΠϯΩ

＊1　ΠϯΩάϦʔϯϚʔΫʹ֘౰͢ΔΠϯΩ͸ɺ্ ΧςΰϦʔͷ͏ͪͷҰ෦඼छه
͕ର৅ʹͳΓ·͢ɻ

੡඼ܕ഑ྀڥ؀

インキグリーンマーク バイオマスマーク



CSR Report 2019

28

ボタニカルインキ、ライスインキ 
　౰ࣾͷڥ؀഑ྀܕΠϯΩʹ͓͍ͯɺԽੴݯࢿͷઅ໿ͱ
ೋࢎԽ୸ૉഉग़ྔݮ࡟Λ໨తʹɺ২෺༝དྷ੒෼Λؚ༗ͨ͠
ΠϯΩΛʮϘλχΧϧΠϯΩʯͱশ͍ͯ͠·͢ɻ
　౰ࣾಠࣗͷϩΰϚʔΫ΋঎ඪొ࿥͓ͯ͠ΓɺʮϘλχΧϧ
ΠϯΩʯΛ࢖༻͍ͯ͠Δҹ࡮෺ʹ͸ɺʮϘλχΧϧΠϯΩ
ϚʔΫʯΛ࢖༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻࡏݱɺάϥϏΞΠϯΩ
Ͱ͸ʮαϐϦΞʯɺʮ̣̩ ʵ̎ ̌̌ ʯ̌ɺʮϩτϏΦʯɺʮϕϧϑϩʔϥʯɺ

ʮάϥτʔϯ̥ ̘̣ ʯͳͲΛ্͍ͯ͠ࢢ·͢ɻ·ͨɺϑϨΩιΠ
ϯΩͰ͸ʮ̭̖ ʵ̑ ʯ̑ͳͲΛɺਫੑλΠϓͱ͠ ʮͯΤίϐʔϊʯɺ

ʮΤίϓϥʔλʯΛ্͍ͯ͠ࢢ·͢ɻ
　ͦͯ͠ɺ২෺༝དྷ੒෼ͷதͰ΋ɺถ͵͔༝དྷͷ੒෼Λ
Ұఆׂ߹Ҏ্ؚ༗͠ɺϥΠεΠϯΩͷීٴΛ໨͢ࢦϥΠε
ΠϯΩɾίϯιʔγΞϜʢIUUQ���XXX�SJDFJOL�KQ�ʣʹ
ਃ੥ɾొ ࿥͞Εͨ΋ͷΛʮϥΠεΠϯΩʯͱশ͍ͯ͠·͢ɻʮϥ
ΠεΠϯΩʯΛ࢖༻͍ͯ͠Δҹ࡮෺ʹ͸ʮϥΠεΠϯΩϩΰ
ϚʔΫʯΛ࢖༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ౰ࣾͰ͸άϥϏΞΠϯΩͷ

ʮϩτϏΦʯͱʮϒϥϯύοΫʯ͕ ର৅ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

 ●ボタニカルインキについて 

 ●ボタニカルインキマーク 

ʮϘλχΧϧΠϯΩʯΛ࢖༻͍ͯ͠Δҹ࡮෺ʹ͸ɺʮϘλχ
ΧϧΠϯΩϚʔΫʯʢ౰ࣾΦϦδφϧڥ؀ϚʔΫʣΛ࢖༻͢Δ
͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ノントルエン・ノンMEKインキ 
　৯඼΍ࡶ՟ͷแ૷༻ϑΟϧϜͷҹ࡮΍ɺϖοτϘτϧҿྉ
ͷϥϕϧͳͲͷҹ࢖ʹ࡮༻͞ΕΔάϥϏΞΠϯΩʹ͓͍ͯɺ
τϧΤϯؚ༗ྔ͕̌ �̏ ˋະຬͷΠϯΩʢҹ࡮ΠϯΩۀ޻࿈߹
ձج४ʣΛϊϯτϧΤϯΠϯΩͱ͍͍·͢ɻ
　༗ࡎ༹ػΛ࢖༻͢ΔάϥϏΞҹۀ࡮քͰ͸ɺେؾԚછ
๷ࢭɺ̓ શ͓Αͼ࿑ಇڥ؀վળͳͲͷ؍఺͔Βɺ͞ ·͟·
ͳ๏ڧ੍͕نԽ͞Ε͖ͯ·ͨ͠ɻಛʹɺ࿑ಇ҆શӴੜ๏ʹ
ͮج τ͘ϧΤϯ؅ཧೱ౓ͷڧ੍نԽʹՃ͑ɺ̧̥̩ ๏̧ʹΑΔ

΁ͷഉग़ྔͷಧ͚ग़ٛ຿͕ڥఆ෺࣭ͷҠಈྔ͓Αͼ؀ࢦ
·଎ʹਐΜͰ͖ٸΕͨ͜ͱʹΑΓɺϊϯτϧΤϯԽ͕͞ߦࢪ
ͨ͠ɻ
　͜ͷΑ͏ͳഎ͔ܠΒɺ౰ࣾͰ͸ૣ͔͘ΒϊϯτϧΤϯܕ
ͷάϥϏΞΠϯΩͷ։ൃʹऔΓ૊ΈɺʮϕϧΧϥʔʯʢϊϯτϧ
Τϯɾϊϯ.&,ܕ൚༻ϥϛωʔτΠϯΩʣɺʮϕϧΧϥʔ̨̝ ʯ

ʢʮϕϧΧϥʔʯͷϋΠιϦουλΠϓʣɺʮαϐϦΞ̨̝ ʯʢϋΠ
ιϦουλΠϓͷද࡮Γ༻ʣΛ্͍ͯ͠ࢢ·͢ɻ

水性フレキソインキ 
　ϑϨΩιҹ࡮͸ɺҹػ࡮΍ΠϯΩͳͲपลٕज़ͷ্޲ʹ
ΑΓɺओʹਫੑΠϯΩΛ࢖༻͢Δ͜ͱ͔Βڥ؀ʹ΍͍͞͠
ҹ࡮γεςϜͱ͍͏͜ͱͰ஫໨͞Εɺ͜ Ε·ͰͷஈϘʔϧ
΍ࢴାͷ΄͔ɺثࢴΧʔτϯɺγʔϧϥϕϧͳͲͷ෼໺ʹ΋
ɻ͢·͍͕ͯͬ޿
　ैདྷ͔ΒਫੑΠϯΩ͕ී͍ͯ͠ٴΔஈϘʔϧҹ࡮෼໺

Ͱ͸ɺχʔζͷଟ༷Խʹ߹Θͤ͞·͟·ͳ࢖͕ࢴݪ༻͞Εɺ
ಛʹܰྔࢴݪΛ࠾༻͢ΔஈϘʔϧ͕૿͓͑ͯΓɺ͞ Βʹɺ
ҹػ࡮ͷ༷࢓ͷมԽ΍ߴ଎ҹ࡮ʹ΋ରԠ͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒ
Ε͍ͯ·͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺ͜ ΕΒͷཁ๬ʹԠ͑ͨߴ඼࣭ͳ
ਫੑϑϨΩιΠϯΩʮ̛ �̛̠ ̴̻ ̸̼ ʯ̾ʢ̛ �̠ϑϨϛΦʣΛ্ͯ͠ࢢ
͍·͢ɻ

機能性コーティング剤 
　౰ࣾͷج൫ٕज़ΛԠ༻͠ɺ��ʙ���ͷ࣪ߴ౓ԼͰ΋͍ߴ
Λల։ࡎૉόϦΞੑΛ༗͢ΔΨεόϦΞੑίʔςΟϯάࢎ
͍ͯ͠·͢ɻ͜ ͷίʔςΟϯάࡎΛ࢖༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺ಺༰
෺ͷࢎԽΛ཈੍͠ɺফඅݶظʹΑΔ৯඼ϩεͷ௿ݮͳͲʹ

΋ͭͳ͕Γ·͢ɻ·ͨɺΨεόϦΞੑίʔςΟϯάࡎΛృ޻
࠶࡮ͳΧϥʔҹ޷ͷྑ࡮ɺϑϨΩιҹ࡮΋ɺάϥϏΞҹޙ
ՄೳͰ͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺʮΤίεςʔδ(#ʯʢϋΠόϦΞ͕ੑݱ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢢʣΛ্ܕ্޲౓ڧʣɺʮΤίεςʔδ)#ʯʢృບܕ

環
境
配
慮
型
製
品
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ΤωϧΪʔ࢖༻ྔͷݮ࡟
　̎ ̌̌ ೥̐̕ ݄ΑΓվਖ਼লΤω๏ͷߦࢪΛड͚ɺࠃ಺શۀࣄॴͷΤωϧΪʔ࢖༻ྔͷ೺Ѳͱݪ୯Ґͷ͚ͯ޲ʹݮ࡟ɺ࢈ࡁܦ
ըॻΛఏग़͠ɺੵܭظॻͱத௕ࠂใظলʹఆۀ తʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻۃ

工場における取り組み 
　2�1�೥౓ͷ޻৔ʹ͓͚ΔΤωϧΪʔ࢖༻ྔΛೋࢎԽ
୸ૉʢ$02ʣʹ 
�Δͱ1͢ࢉ׵���U�$02ͱͳΓɺલ೥౓ΑΓ
���ˋ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ1���೥౓Λ1��ͱ͠ ͨೋࢎԽ୸
ૉݪྔࢉ׵୯ҐʢೋࢎԽ୸ૉྔࢉ׵ʸੜྔ࢈ʣ͸ɺ��ͱͳΓ
·ͨ͠ɻ
ஙͨ͠2��1೥౓Ҏ߱͸ɺߏϚωδϝϯτγεςϜΛڥ؀　
ੜޮ࢈཰Խͷਪਐ΍ɺলΤωϧΪʔʹ޻͚ͨ޲෉ͱվળΛ
֤෦໳͕࣮ͨ͜͠ࢪͱͰݮগ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺ2���೥౓
͔Β2�1�೥౓ʹ͔͚ͯɺओཁ޻�৔ʢ౦ژɾେࡕɾӋੜʣʹ ͓
͍ͯΤωϧΪʔ࢖༻ྔͷݮ࡟ʹҰ૚औΓ૊Μͩ͜ͱ΋͋Γɺ
ೋࢎԽ୸ૉݪྔࢉ׵୯Ґ͸ܧଓͯ͠ݮগ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺ
2�1�೥౓͔Β͸ɺ࣎լ޻৔ଠཅޫൃిॴͷՔಇ͕ೋࢎԽ
୸ૉྔࢉ׵ͷ͍ͯ͠ݙߩʹݮ࡟·͢ɻ͠ ͔͠ɺ2�1�೥౓͸
ੜ࢈඼໨ߏ੒ͷมԽʹΑΓ૿Ճ͠·͠ ͨɻޙࠓɺΤωϧΪʔ
ձࣾΛؚΊɺ࣮܎৔಺ؔ޻ಈΛɺ׆ݮ࡟ྔ༺࢖ ͍·ͯ͠ࢪ
Γ·͢ɻ
　ͳ͓ɺ౰ࣾ͸஍ٿԹஆԽͷݪҼͱͳΔϑϩϯྨ͸ɺࡐݪ
ྉͱ͠ ͯ΋ɺ੡଄޻ఔʹ͓͍ͯ΋࢖༻͍ͯ͠·ͤΜɻ

 ●二酸化炭素換算量推移（工場） ＊1ʙ＊� 
ʢU�$02ʣ

1��� 2��� 2��1 2�1� 2�1�
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ʢ೥౓ʣ

೩ྉ࢖༻ ʢྔU�$02ʣ

ೋࢎԽ୸ૉݪྔࢉ׵୯Ґ
ʢ1���೥౓Λ1��ͱ͠ ͍ͯ·͢ʣ

༺࢖ؾి ʢྔU�$02ʣ

ΛؚΊ͍ͯ·͢ɻྔ༺࢖ؾձࣾͷి܎৔಺ؔ޻　1＊
＊2　ೋࢎԽ୸ૉྔࢉ׵͸ɺڥ؀ল׆ڥ؀ಈධՁϓϩάϥϜͷ܎ࢉ׵਺Λ

ग़͍ͯ͠·͢ɻࢉ͍ͯ༺
আ͠߇Λྔࢉ׵Խ୸ૉࢎ৔ଠཅޫൃిॴͷൃిྔʹΑΔೋ޻լ࣎　�＊

͍ͯ· ʢ͢2�1�೥౓ΑΓʣ

2�1�

1�
���

�
�11
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���

�� ��

�
���

�
��2
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���
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��1

�
���

2
�11�
13�

11
�23
1�
�23

省エネルギー活動の事例
˙ ੜ࢈ઃඋͷޮ཰Խ　˙ ੡଄৚݅ͷݟ௚͠
˙ อԹ૔ݿͷՔಇؒ࣌ɺԹ౓ͷݟ௚͠
˙ ۭௐԹ౓ͷదਖ਼Խ͓Αͼޮ཰্޲　˙ ϘΠϥʔͷޮ཰্޲

非生産拠点における取り組み 
　ຊࣾɺࣾࢧɺࢧళɺӦۀॴͰ࢖༻͢ΔΤωϧΪʔʹ͸ɺ
ΒΕ·͢ɻӈͷά͛ڍಈʹͱ΋ͳ͏ΨιϦϯ͕׆ۀͱӦؾి
ϥϑ͸ɺ͜ ΕΒͷ࢖༻ྔΛೋࢎԽ୸ૉʢ$02ʣʹ ɺͦ͠ࢉ׵ ͷ
ਪҠΛࣔͨ͠΋ͷͰ͢ɻ2�1�೥౓ͷྔࢉ׵͸ɺి ༺࢖ؾ
ྔɺΨιϦϯ࢖༻ྔΛͱ΋ʹ͠ݮ࡟ɺ1
���U�$02ʢલ೥౓ൺ
͠·গʣͱͳΓݮˋ��� ͨɻ
ଓ͢Δͱͱ΋ʹɺܧ৽Λߋͷ௿೩අं΁ͷ྆ंۀɺӦޙࠓ　
ɺͳ͓Ұ૚औΓ૊ΜͰʹݮ࡟ͷྔ༺࢖ؾ຿ॴʹ͓͚Δిࣄ
·͍Γ·͢ɻ

 ●二酸化炭素換算量推移（非生産拠点） ＊1ʙ＊2 

＊1　ೋࢎԽ୸ૉྔࢉ׵͸ɺڥ؀ল׆ڥ؀ಈධՁϓϩάϥϜͷ܎ࢉ׵਺Λ
ग़͍ͯ͠·͢ɻࢉ͍ͯ༺ 
＊2　2�1�͸2�1�೥1݄ʙ12݄ͷσʔλΛू͍ͯ͠ܭ·͢ɻ

ΨιϦϯ࢖༻ ʢྔU�$02ʣ
༺࢖ؾి ʢྔU�$02ʣ

�

���
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���
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���
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���
ʢU�$02ʣ

2�1�

����12��� �2� ���
2�1�2�1� 2�1� 2�1�2�1� ʢ೥౓ʣ

����2��22 ��1 �32 ���
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1��
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3�� 1
3�� 1
23� 1
12� 1
���

海外関係会社における取り組み 
　ւ֎ؔ܎ձࣾͷੜڌ࢈఺Ͱ͸ɺి ɺఱવΨεɺॏ༉ͳͲؾ
ͷΤωϧΪʔΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻ͜ ΕΒͷ࢖༻ྔΛೋࢎԽ
୸ૉʹ͠ࢉ׵ɺͦ ͷਪҠΛӈͷάϥϑʹࣔ͠·͠ ͨɻ
　2�1�೥౓ͷೋࢎԽ୸ૉࢉ׵ഉग़ྔ͸ɺ2�
���̓ �̘ ̤2

Ͱͨ͠ɻू Խ୸ࢎ2���೥౓Λ1��ͱͨ͠ೋͨ࢝͠Λ։ܭ
ૉݪྔࢉ׵୯ҐʢೋࢎԽ୸ૉྔࢉ׵ʸੜྔ࢈ʣ͸��ͱͳΓɺ
2�ϙΠϯτ͍ͯ͠ݮ࡟·͢ɻ
ಈΛॏཁ՝୊ͷҰ׆഑ྀڥ΋ɺ౰ࣾάϧʔϓ͸؀ޙࠓ　
ͭͱͱΒ͑ɺޮ ཰తͳΤωϧΪʔ࢖༻ΛਐΊͯ·͍Γ·͢ɻ

 ●二酸化炭素換算量推移（工場） ＊1ʙ＊2 

＊1 ೋࢎԽ୸ૉྔࢉ׵͸ɺڥ؀ল׆ڥ؀ಈධՁϓϩάϥϜͷ܎ࢉ׵਺Λ༻͍ͯࢉग़͍ͯ͠·͢ɻ
＊2 ֤೥౓ͷूڌܭ఺͸࣍ͷ௨ΓͰ͢ɻ
 2���೥౓ 11ڌ఺ɺ2�1�೥౓ 1ڌ�఺ɺ2�1�೥౓ 2ڌ�఺ɺ2�1�೥౓ 21ڌ఺ɺ
 2�1�೥౓21ڌ఺ɺ2�1�೥౓22ڌ఺ɺ2�1�೥౓ 22ڌ఺

ʢU�$02ʣ

2��� 2�1� 2�1� 2�1�

12,309

�

�
���

1�
���

21
���

2�
���
79

2�1�

25,057

79

2�1� 2�1�

26,485

77

27,79921,831 23,917 24,332

77 81 81

ೋࢎԽ୸ૉݪྔࢉ׵୯Ґʢ2���೥౓Λ1��ͱ͠ ͍ͯ·͢ʣ
ೋࢎԽ୸ૉࢉ׵ ʢྔU�$02ʣ

ʢ೥౓ʣ

100

ͷऔΓ૊Έݮෛՙ௿ڥ؀
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ഇغ෺ͷݮ࡟
　॥ࣾܕ؀ձͷ࣮͚޲ʹݱɺഇغ෺ͷܧʹݮ࡟ଓతʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ·ͨɺ౦޻ژ৔ɺେ޻ࡕ৔ɺ࣎լ޻৔ɺӋੜ޻৔Ͱ
θϩΤϛογϣϯΛୡ੒͠·͠ ͨɻւ֎ؔ܎ձࣾʹ͓͍ͯ΋ɺഇغ෺ͷݮ࡟ʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

工場における取り組み 
෺ͷغಈʹͱ΋ͳͬͯൃੜ͢Δഇ׆ۀࣄ৔Ͱ͸ɺ޻　
ഉग़ྔΛͰ͖ΔݶΓ཈੍͢Δͱͱ΋ʹɺ࢖࠶༻΍ϦαΠΫϧ

ʢݯࢿ࠶ԽʣΛਪਐ͠ɺॲ෼ ʢྔඇݯࢿ࠶Խഇغ෺ʣͷݮ࡟
ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
　औΓ૊Έͷਐ௙ঢ়گ͸ɺഇغ෺ഉग़ྔͱϦαΠΫϧ཰

ʢˋʣͷ2ͭͷࢦඪͰ೺Ѳ͍ͯ͠·͢ɻ2�1�೥౓͸Ԛట
ͳͲΛ͠ݮ࡟ɺ૯ഉग़ྔ͸2
122Uͱલ೥౓ͷ2
22�U͔Β
͠·͠ݮ࡟ˋ��� ͨɻϦαΠΫϧ཰͸����ˋͱͳΓɺओཁ޻�৔

ʢ౦ژɾେࡕɾ࣎լɾӋੜʣͰϦαΠΫϧ཰����ˋҎ ʢ্θϩ
ΤϛογϣϯʣΛୡ੒͠·͠ ͨɻ
ଓͯ͠ܧ෺෼ผΛਪਐ͠ɺθϩΤϛογϣϯΛغ΋ɺഇޙࠓ　
·͍Γ·͢ɻ

廃棄物削減活動の事例
ճऩࡎͷ༹ࡎͳͲͷϦϢʔε　˙ ഇ༹؈ΈυϥϜࡁ༺࢖ ˙
؈Խʢثɾ௨͍༰ߋม࢟ྉͷՙࡐݪೖߪ ˙ υɣϥϜ؈ˠίϯςφʔʣ

再資源化委託の事例
˙ ഇΠϯΩΛ೩ྉͱ͠ ྉͱ͠ݪར༻　˙ ۚଐͣ͘Λ੡మ࠶ͯ ༺ར࠶ͯ
˙ ഇϓϥενοΫܗݻ೩ྉʢ31'ʣԽ　˙ ഉਫॲཧԚటͷηϝϯτݪྉԽ

 ●廃棄物排出量とリサイクル率 

2��� 2��1 2�1� 2�1�

ʢUʣ

＊1　ॲ෼ ɿྔ୯७ম٫ॲ෼΍ຒΊཱͯॲ෼͞ΕΔഇغ෺ͷഉग़ྔͰ͢ɻ
＊2　ϦαΠΫϧ཰ͷࢉग़ʹ͸ɺαʔϚϧϦαΠΫϧΛؚΊ͍ͯ·͢ɻ
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ʢ೥౓ʣ

 ●全廃棄物の排出内訳 
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ʢUʣ

ͦͷଞ
ʢҰൠɺഇϓϥενοΫɺ໦ͣ͘ͳͲʣ
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非生産拠点における取り組み 
　ຊ ʢࣾେࡕɺ౦ژʣͰ͸ɺ2�1�೥౓ͷϦαΠΫϧ཰ʢϚς
ϦΞϧϦαΠΫϧͱαʔϚϧϦαΠΫϧͷ߹ܭʣ͸ɺ����ˋ
Ͱͨ͠ɻ྆ ຊࣾͱ΋ɺ��ˋҎ্ͷϦαΠΫϧ཰ʹएׯͱͲ
͖·ͤΜͰͨ͠ɻຊࣾͰ͸ɺ͜ ͷ׆ಈΛ࢝ΊΔʹ͋ͨΓɺ
·ͣഇغ෺ॲཧͷঢ়گΛௐ΂ɺ෼ผϘοΫεΛ֤ϑϩΞʔ
ʹઃஔ͠·ͨ͠ɻͦ ͷޙɺϛʔςΟϯά΍෼ผঢ়گௐࠪͷ࣮
γϡϨοܕڥஙɺ؀ߏ࠶ମ੍ͷྗڠɺϏϧ؅ཧձࣾͱͷࢪ
μʔͷಋೖɺ෼ผϧʔϧͷมߋͳͲΛ͍ߦ·ͨ͠ɻޙࠓ΋ɺ
ϦαΠΫϧ཰্޲Λ໨׆͠ࢦಈΛܧଓ͠·͢ɻ

 ●本社のリサイクル率 

2�1� 2�1�2�1�
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1��� 1��11��21��� 1���1���

海外関係会社における取り組み 
　ւ֎ؔ܎ձࣾͷੜڌ࢈఺ʹ͓͍ͯɺ̨̞ ̤1���1ೝূऔ
ಘΛਪਐ͓ͯ͠Γɺഇغ෺ॲཧͷదਖ਼؅ཧͳͲʹ౒Ί͍ͯ
·͢ɻ　
　2�1�೥౓͸ੜྔ࢈ͷ૿ՃͳͲʹΑΓɺഇΠϯΩɾഇ༹ࡎ
ͳͲ͕૿Ճ͠ɺഉग़ྔ͸1�
���̓ ͱલ೥౓ͷ�
���̓ ͔Β
2��ˋ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ

 ●廃棄物排出量推移（工場） ＊1 
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ʢUʣ

＊1　֤೥౓ͷूڌܭ఺͸࣍ͷ௨ΓͰ͢ɻ
2�1�೥౓ 1ڌ�఺ɺ2�1�೥౓ 2ڌ�఺ɺ2�1�೥౓ 21ڌ఺ɺ
2�1�೥౓ 21ڌ఺ɺ2�1�೥౓ 22ڌ఺ɺ2�1�೥౓ 22ڌ఺
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ਫ࣭Ԛ୙๷ࢭ
　౰ࣾ͸ચড়ഇਫͳͲΛഉਫॲཧઃඋͰড়Խͯ͠޻৔֎ʹഉग़͠ɺਫ࣭Ԛ୙ࢦඪͰ͋Δɺ$0%ʢԽֶతࢎૉཁྔٻʣɺ#0%

ʢੜ෺ԽֶతࢎૉཁྔٻʣΛ͢ݮ࡟ΔͳͲਫ࣭Ԛ୙๷ࢭʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

水質汚濁防止への取り組み 
ࢀ৔಺Ͱൃੜͨ͠ચড়ഇਫͳͲΛഉਫॲཧઃඋʢԼਤ޻　
রʣͰॲཧͨ͠ͷͪɺ޻৔֎ʹഉग़͠ɺਫ࣭Ԛ୙๷ࢭʹ౒Ί
͍ͯ·͢ɻ࣏ࣗ׋؅ମ͕ఆΊΔ৚ྫ΍ڠఆͳͲʹ͍ͨͮج
ਫ࣭ࠪݕΛఆظతʹ͍ߦɺഉਫਫ࣭ͷࢹ؂Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ഉਫͷओͳਫ࣭߲ࠪݕ໨Ͱ͋Δ$0%＊1ɺ#0%＊2΍44＊�ͷ
2�1�೥౓ଌఆσʔλΛɺ��ϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ
　2�1�೥౓ɺ2�2ઍN�ͷਫݯࢿΛ࢖༻͠ɺ2�1ઍN�Λഉग़
͠·ͨ͠ɻഉਫྔͷ͏ͪɺެ Լਫಓʹ��ઍN�ʢ�2��ˋʣɺڞ
৔֎ഉਫॲཧ৔ʹ1��ઍN�ʢ����ˋʣഉग़͠ɺՏ઒ʹ͸޻

2ઍN�ʢ���ˋʣ์ ྲྀ͍ͯ͠·͢ɻͳ͓ɺଌఆ஋ͱഉਫྔ͔
Βࢉग़ͨ͠$0%ɺ#0%ͷ૯ྔ͸ͦΕͧΕ1�1Uɺ1�1UͰ͢ɻ
＊1　$0%ʢԽֶతࢎૉཁྔٻʣỚ

$IFNJDBM 0YZHFO %FNBOEͷུɻ͓ ΋ʹބপ΍ւҬʹ͓͚Δਫ࣭Ԛ୙ࢦඪͱ͠ ͯ༻͍
ΒΕ·͢ɻਫதͷ༗ػ෺ΛࢎԽࡎͰࢎԽ͢Δ࣌ʹফඅ͞ΕΔࢎૉ ʢྔNH�Mʣͷ͜ͱͰɺ஋
͕େ͖͍΄Ͳਫ࣭Ԛ୙ఔ౓΋େ͖͘ͳΓ·͢ɻ

＊2　#0%ʢੜ෺ԽֶతࢎૉཁྔٻʣỚ
#JPDIFNJDBM 0YZHFO %FNBOEͷུɻ͓ ΋ʹՏ઒ʹ͓͚Δਫ࣭Ԛ୙ࢦඪͱ͠ ͯ༻͍Β
Ε·͢ɻඍੜ෺͕ਫதͷ༗ػ෺ΛࢎԽ෼ղ͢Δ࣌ʹඞཁͳࢎૉ ʢྔNH�Mʣͷ͜ͱͰɺ஋͕
େ͖͍΄Ͳਫ࣭Ԛ୙ఔ౓΋େ͖͘ͳΓ·͢ɻ

＊�　44 ʢු༡෺࣭ʣỚ
4VTQFOEFE 4PMJEͷུɻਫʹ༹͚ͳ͍ු༡෺ ʢ࣭టͳͲʣͷ͜ͱͰɺ͜ ͷྔ͕ଟ͚Ε͹ਫ
͕୙͍ͬͯΔͱ͍͑·͢ɻ

ৠൃ ��ઍN3

Ӎ水ਁಁ水 33ઍN3生産関係 �ઍN3

മؾʹΑΓɺഉਫ͸ੑ׆Ԛటͱࠞ߹
֧፩͞Εɺഉਫதͷ༗ػ෺͸ඍੜ෺
ʹΑͬͯٵணɺࢎԽ෼ղ͞Ε·͢ɻ

௜఼ʹΑΓɺ͖ Ε͍ͳ্੅ӷͱܗݻ
෺ʢ௜఼Ԛటʣʹ ෼཭͞Ε·͢ɻ

余剰汚泥

沈殿槽

汚泥

曝気槽

返送汚泥
再資源化
委託処理

汚水 エアー

処理水

排水 231ઍN3

用水 2�2ઍN3

Լਫಓڞެ ŋŋŋŋŋŋŋŋ��ઍN�

৔֎ഉਫॲཧ৔޻
ʢڞಉ૊߹ʣŋŋŋŋŋŋŋ 1��ઍN�

์ ʢྲྀՏ઒ʣŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 2ઍN�

্　　ਫ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ��ઍN�

ਫ༺ۀ޻ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ�ઍN�

஍ Լ ਫ ŋŋŋŋŋŋŋŋ 1��ઍN�

˔ഉਫॲཧઃඋʢੑ׆Ԛట๏ʣ֓ ೦ਤ ϑϩʔਤ༺࢖৔಺ਫ޻˔

ੜՄೳΤωϧΪʔ࠶
ಈͷҰ؀ͱ͠׆ݮෛՙ௿ڥ؀　 ͯɺ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔͷ
༗ޮར༻Λ໨తʹ࣎լ޻৔ʹଠཅޫൃిॴΛઃஔͯ͠
͍·͢ɻ
　ෑ஍ͷ੢ଆʹ͋ΔୈҰൃిॴͱ૔ݿ౩԰্ʹ͋Δୈೋ
ൃిॴͰ͸ɺ೥ؒ໿2��ສL8IʢҰൠՈఉ ໿���ੈଳ෼
ʹ૬౰ʣΛൃి͍ͯ͠·͢ɻ

ͷऔΓ૊Έݮෛՙ௿ڥ؀

太陽光第二発電所

太陽光第一発電所
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େؾԚછ෺࣭ഉग़ͷݮ࡟
　ϘΠϥʔʹ࢖༻͢Δ೩ྉΛ౎ࢢΨεʹస͠׵ɺେؾԚછࢦඪͰ͋Δɺ/0Yʢ஠ૉࢎԽ෺ʣɺ40YʢེԫࢎԽ෺ʣͳͲͷഉग़ྔ
௿ݮʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

大気汚染物質排出削減への取り組み 
ɺ/0Yʹ࣌ΔϘΠϥʵͷ೩ྉ೩ম͍ͯ͠༺࢖৔Ͱ޻֤　

ʢ஠ૉࢎԽ෺ʣ͓ Αͼ40YʢེԫࢎԽ෺ʣ͕ େؾத΁ഉग़
͞Ε·͢ɻ೩ྉ࢖༻ྔ͔Βͨ͠ࢉ׵ഉग़ྔͷਪҠΛӈͷά
ϥϑʹࣔ͠·͠ ͨɻ֤ ׵Ψεʹసࢢ৔ͰϘΠϥʔ೩ྉΛ౎޻
ͨ͜͠ͱʹΑΓɺ2�1�೥౓ͷ/0Yഉग़ྔ͸1��Uɺ40Yഉग़
ྔ͸1��UͰͨ͠ɻ
　֤ϘΠϥʔͷഉΨεࠪݕ͸ɺఆظతʹ࣮͠ࢪɺഉग़ೱ౓
४஋ҎԼͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δͱͱ΋ʹɺενʔϜͷج͕
ޮ཰త࢖༻΍೤ଛࣦ௿ݮͳͲΛܧଓ࣮ͯ͠͠ࢪɺ೩ྉ࢖༻
ྔͷݮ࡟ʢେؾԚછ෺࣭ഉग़ྔͷݮ࡟ʣʹ ౒Ί͍ͯ·͢ɻ
　ͳ͓ɺ2�1�೥౓ͷଌఆσɻ λΛ��ϖʔδʹࡌ͠ܝ ͍ͯ·͢ɻ

 ●NOxとSOxの排出量推移 

�

�

1�

1�

＊1 /0Yഉग़ྔ͸ɺڥ؀ল׆ڥ؀ಈධՁϓϩάϥϜͷ܎ࢉ׵਺Λ༻͍ͯɺ೩ྉ࢖
༻ྔ͔ΒٻΊͨ஋ͷ߹ܭͰ͢ɻ

＊2 40Yഉग़ྔ͸ɺ࢖༻೩ྉʹؚ༗͢Δེԫʢ4ʣ෼Λ402ʹͨ͠ࢉ׵஋ͷ߹ܭͰ͢ɻ

16.3 13.4

2.7 2.3

2��� 2��1 2�1�2�1� ʢ೥౓ʣ

ʢUʣ

1.6
1.6

2�1�

1.5
1.7

1.8
1.5

/0Yഉग़ ʢྔUʣ＊1 40Yഉग़ ʢྔUʣ＊2

ੜ෺ଟ༷ੑͷอશ
　౰ࣾ͸ɺʮࠃ࿈ੜ෺ଟ༷ੑͷ1�೥೔ຊҕһձʯʢ6/%#�+ʣͷ׆ಈΛࢧԉ͓ͯ͠Γɺ͞ Βʹɺւ༸ϓϥενοΫ͝Έ໰୊ʹऔΓ૊Ή
ʹ૊৫ͷʮΫϦʔϯɾΦʔγϟϯɾϚςϦΞϧɾΞϥΠΞϯεʯʢ$-0."ʣܞຽ࿈׭ ΋ࢀը͍ͯ͠·͢ɻͦ ͷଞʹɺ৿ྛʹ഑ྀͨ͠༻ࢴ

ʢ'4$ೝূࢴʣͷ࢖༻΍ɺഉਫॲཧʹΑΓۀࣄॴ֎΁ͷഉਫதͷ؅ཧ෺࣭Λج४஋ҎԼʹ͢Δ͜ͱͱ͠ ͓ͯΓɺ৿ྛݯࢿͷอશͳ
ΒͼʹՏ઒ɾւ༸ݯࢿͷอશʹ഑ྀͨ͠औΓ૊ΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ　
Γ·͢ɻ͍·ͯ͠ݙߩʹݮͷෛՙ௿ڥɺ؀͠ٻՄೳͳΞϓϩʔνΛ୳ࢪ͸౰͕࣮ࣾޙࠓɺ͚ͯ޲ʹݱଓՄೳͳࣾձͷ࣮࣋　

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

ໜ໊ాࡕ༉๽༗͕࢘ެݶ
ʮਗ਼ܿੜ࢈ʢΫϦʔϯੜ࢈ʣೝఆۀاʯʹ

　ໜ໊ాࡕ༉๽༗࢘ެݶ͸ɺ2�1�೥�݄ ʮʹਗ਼ܿੜ࢈ʢΫϦʔ
ϯੜ࢈ʣೝఆۀاʯͱ͠ ͯೝఆ͞Ε·͠ ͨɻݯࢿͷར༻ޮ཰ͷ
ଓతൃలͷଅਐͳͲΛ࣋ͱࣾձͷࡁܦɺޢͷอڥ΍ɺ؀্޲
ୡ੒͍ͯ͠ΔͱೝΊΒΕɺதࠃͷ੓෎͔ؔػΒೝఆΛड͚·
ͨ͠ɻޙࠓ΋ɺڥ؀ʹ഑ྀ͠ ٬ސΑͼ͓څڙ඼࣭ͷ੡඼ͷߴͨ
αʔϏεͷॆ࣮Λਤͬͯ ·͍Γ·͢ɻ

4�1�+19
ΧʔϘϯɾΤϑΟγΣϯτࢦ਺ʹબఆ

　2�1�೥1�݄ʹɺ౰ࣾ͸೥ۚੵཱۚ؅ཧӡ༻ಠཱߦ੓
๏ਓʢ(1*'ʣ͕ ৽ͨʹ࠾༻ͨ͠ɺ&4(ʢڥ؀ɾࣾ ձɾΨόφϯ
εʣ౤ࢿͷͨΊͷࢦࣜג਺ʮ4�1�+19ΧʔϘϯɾΤϑΟγΣ
ϯτࢦ਺ʯͷߏ੒໏ฑʹબఆ͞Ε·ͨ͠ɻ౰ࣾ͸୸ૉޮ཰ੑ
ͷ͞ߴ͸े෼Ґ਺Ͱʮ1ʯͱ͍͏ߴ࠷ͷධ
ՁΛड͚·ͨ͠ɻޙࠓ΋ۀاՁ஋ͷ্޲
ʹ౒ΊΔͱͱ΋ʹɺ࣋ଓՄೳͳࣾձͷ࣮ݱ
 Γ·͢ɻ͍·ͯ͠ݙߩʹ

΢ΣϒαΠτͷ͝Ҋ಺
　౰ࣾ΢ΣϒαΠτʹ͸ɺ౰ࣾͷ׆ڥ؀ಈͷऔΓ૊ΈΛ͸͡ Ίɺ
χϡʔεϦϦʔε΍ձࣾ֓ཁɺۀࣄ঺հͳͲΛ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ
　ʮڥ؀ɾ඼ ɾ࣭̓ શӴੜ΁ͷऔΓ૊ΈʯαΠτʢIUUQ���XXX�
JOY�DP�KQ�FDP�ʣʹ ͸ɺ౰ࣾͷ$43ใࠂॻʢ1%'ࣜܗʣΛࡌܝ
͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺڥ؀ʹ഑ྀͨ͠ҹ࡮ΠϯΩͷ৘ใ͸ɺ

ʮڥ؀഑ྀܕ੡඼ʯͷϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ·ͨɺʮגओŋ
౤ࢿՈͷօ༷΁ʯαΠτʢIUUQ���XXX�JOY�DP�KQ�JS�ʣʹ ͸ɺ
༗Ձূ݊ใࠂॻɺܾ ୹৴ɺܾࢉ ͚޲ओ༷גྉɺࢿઆ໌ձࢉ
ใࠂॻ	גओ௨৴
ͳͲͷ̞ ̧৘ใΛ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ͞ Βʹɺ
ࣾ֎ͷ৘ใഔମΛ׆༻͠ɺ౰ࣾۀاௐࠪϨϙʔτ΍౰ࣾͷ
ओ༏଴ʹؔ͢Δ৘ใΛൃ৴͍ͯ͠·͢ɻג

指数のロゴ
当社ウェブサイト



CSR Report 2019

33

ࢹอશͷ؂ڥ৔ผ؀޻
ɾਫؾ৔ͷେ޻಺ࠃʹอશͷͨΊڥɺ؀͖ͮجʹΑͼ৚ྫͳͲ͓ن࿈๏ؔڥ؀　 ɾ࣭૽ ԻͳͲͷࢹ؂Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ஍Ҭࣾձ
ͱͷڞੜΛॏ޻ͨ͠ࢹ৔ӡӦΛ͜͏ߦͱʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

工場別環境保全監視測定データ 

ݟҙऀࡾʗୈࢹอશͷ؂ڥ৔ผ؀޻

東京工場
ॴࡏ஍Ớઍ༿ݝ໺ాࢢ

ʢதཬஂۀ޻஍಺ʣ
ෑ஍໘ੵỚ��
12�ᶷ

 ●大気（大気汚染防止法） 
項　目 設　備 基準値 測定値（最大値）

͹͍͡ΜʢH�N�/ʣ ϘΠϥɻ 1 ��1ҎԼ ʻ�����
ϘΠϥɻ 2 ���ҎԼ ʻ�����

̣̤͇ʢQQNʣ ϘΠϥɻ 1 1��ҎԼ ��
ϘΠϥɻ 2 1��ҎԼ 12�

̨̤ ʢ͇N�/�Iʣ＊1 ϘΠϥɻ 1 ᴷ ᴷ
ϘΠϥɻ 2 �����ҎԼ �����

＊1 40YʢེԫࢎԽ෺ʣͷج४஋Ớ
େؾԚછ๷ࢭ๏Ͱ͸ɺ40Yͷഉग़ྔʹରͯ͠ɺ஍Ҭ΍ઃஔظ࣌ʹΑͬ ͯ,஋ͱݺ͹ΕΔج४Λ
ఆΊ͍ͯ·͢ɻ͜ ͷ,஋Λ΋ͱʹɺͨ͋ؒ࣌ΓͷེԫࢎԽ෺ഉग़ڐ༰ ʢྔN�/�Iʣ͕ Εɺ͞ࢉܭ
४஋ͱͳΓ·͢ɻ͜ج ͷ஋͸ϘΠϥʔͷԎಥͷ͞ߴ΍ഉΨεͷԹ౓ͳͲʹࠨӈ͞Ε·͢ɻ

 ●水質（排水処理共同組合規約）
項　目 基準値 測定値（最大値）

̘̤ ʢ̙NH�Mʣ 1�ҎԼ ���
̗̤ ʢ̙NH�Mʣ 1�ҎԼ ��2
̨̨ʢNH�Mʣ 2�ҎԼ �

)̿ ���ʙ��� ���ʙ���

 ●騒音（野田市環境保全条例） 
A 地点 B 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ே �� �� ே �� ��
ன �� �� ன �� ��
༦ �� �� ༦ �� ��
໷ �� �� ໷ �� ��

C 地点 D 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ே �� �� ே �� ��
ன �� �� ன �� ��
༦ �� �� ༦ �� ��
໷ �� �� ໷ �� ��

羽生工場
ॴࡏ஍Ớ࡛ݝۄӋੜࢢ

ʢӋੜখদ୆ஂۀ޻஍಺ʣ
ෑ஍໘ੵỚ1�
���ᶷ

 ●大気（大気汚染防止法） 
項　目 設　備 基準値 測定値（最大値）

͹͍͡ΜʢH�N�/ʣ ϘΠϥɻ ���ҎԼ ʻ�����
̣̤͇ʢQQNʣ ϘΠϥɻ 1��ʢ1��ʣҎԼ ��
̨̤ ʢ͇N�/�Iʣ ϘΠϥɻ 1���ҎԼ ����1

ʢ　　ʣ಺ɿࢦݝಋج४஋

 ●水質（羽生市との環境保全協定） 
項　目 基準値 測定値（最大値）

̗̤ ʢ̙NH�Mʣ 2�ҎԼ ���
̨̨ʢNH�Mʣ ��ҎԼ ���

)̿ ���ʙ��� ���ʙ���

 ●騒音（規制対象外） 

大阪工場
ॴࡏ஍Ớฌݝݿҏ୮ࢢ
ෑ஍໘ੵỚ��
��2ᶷ

 ●大気（大気汚染防止法） 
項　目 設　備 基準値 測定値（最大値）

͹͍͡ΜʢH�N�/ʣ ϘΠϥɻ 1 ���ҎԼ ʻ�����
ϘΠϥɻ 2 ���ҎԼ ʻ�����

̣̤͇ʢQQNʣ ϘΠϥɻ 1 1��ҎԼ ��
ϘΠϥɻ 2 1��ҎԼ ��

̨̤ ʢ͇N�/�Iʣ ϘΠϥɻ 1 ��11�ҎԼ ʻ����1
ϘΠϥɻ 2 ����2ҎԼ ʻ����2

 ●水質（伊丹市下水道条例） 
項　目 基準値 測定値（最大値）

̗̤ ʢ̙NH�Mʣ ���ҎԼ ��
̨̨ʢNH�Mʣ ���ҎԼ �

)̿ ���ʙ��� ���ʙ���

 ●騒音（伊丹市環境保全条例） 
A 地点 B 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ன �� �� ன �� ��
໷ �� �� ໷ �� �2

C 地点 D 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ன �� �� ன �� ��
໷ �� �� ໷ �� �2

E 地点 F 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ன �� �1 ன �� �2
໷ �� �1 ໷ �� ��

滋賀工場
ॴࡏ஍Ớ࣎լݝถࢢݪ
ෑ஍໘ੵỚ1�1
���ᶷ

 ●大気（大気汚染防止法） 
項　目 設　備 基準値 測定値（最大値）

̣̤͇ʢQQNʣ ϘΠϥɻ 1 1��ҎԼ 1�
ϘΠϥɻ 2 1��ҎԼ 1�

 ●水質（滋賀県下水道投入基準） 
項　目 基準値 測定値（最大値）

̗̤ ʢ̙NH�Mʣ ���ະຬ ���
̨̨ʢNH�Mʣ ���ະຬ 11�

)̿ ���ʙ��� ���ʙ���

 ●騒音（騒音規制法） 
A 地点 B 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ே �� �� ே �� ��
ன �� �� ன �� ��
༦ �� �� ༦ �� ��
໷ �� �� ໷ �� ��

C 地点 D 地点
時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ） 時間区分 基準値（ｄＢ）最大値（ｄＢ）

ே �� �� ே �� ��
ன �� �1 ன �� �1
༦ �� �� ༦ �� ��
໷ �� �� ໷ �� ��
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$43ใࠂॻ2�1�ʹର͢Δୈऀࡾҙݟ

Ұൠஂࡒ๏ਓ  ೔ຊ඼࣭อূߏػ
஍ۀࣄڥ؀ٿ෦ ࣍௕ ݉ ڥ؀৹ࠪ՝௕

浅川 健一 氏

ʲྺܦ  r2�1�೥�݄ΑΓݱ৬
ɾڥ؀৹ࠪ՝௕ɺάϦʔϯΤωϧΪʔೝূࣨ௕ʢ2�1�೥�݄·Ͱʣ
ɾ+2"ೝఆ *401���1৹ࠪһ
ɾ+2"ೝఆ ओ೚()(ূݕਓ�ओ೚()(ଥ౰ੑ֬ೝɾূݕਓ
ɾ+�464ೝఆ αεςφϏϦςΟ৘ใ৹ࠪਓ

　αΧλΠϯΫεࣜגձࣾͰ͸ɺάϧʔϓશମͷࣾձ໘΍
ຖ೥ެද͞Ε͍ͯ·͢ɻ͍ͯͭʹ߲ࣄ໘ʹ͓͚ΔऔΓ૊Έڥ؀
Խ͞Εͨ͜ͱ΋͋ڧಈʹؔ͢Δ಺༰Λ׆ճ͸$43ࠓ　
ΓɺใࠂॻͷλΠτϧΛɺͦ Ε·Ͱͷʮࣾձɾڥ؀ใࠂॻʯ͔ Β

ʮ$43ใࠂॻʯʹ มͯ͠ߋɺΑΓ$43׆ಈʹγϑτͨ͠ใࠂ
ॻͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜ ͷྲྀΕ͸ɺ4%(Tʹ܎ΔைྲྀΛ൓ө͠
ͨ΋ͷͰ͢ɻ۩ମతʹ͸ɺ$43׆ಈͷڧԽʹج43$͚ͨ޲
ຊํ਑ΛఆΊɺ̒ ߲໨ͷ׆ۀا͍ͯͮجʹൣنಈΛߦΘΕ
͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻεςʔΫϗϧμʔͱͷؔ܎Ͱ 
͍͑͹ɺ͜ Ε·Ͱ΋ྙཧߦಈج४౳ʹ͖ͮجॏ͞ࢹΕͯ
͍·͕ͨ͠ɺ$43جຊํ਑Λ͛ܝΔ͜ͱͰɺͦ ͷ͕ؔੑ܎ 
ΑΓΘ͔Γ΍͍͢΋ͷͱͳ͍ͬͯ·͢ɻҰํɺࡢ೥౓͔Β
ॻʹ΋4%(Tࠂɺຊใ͍ߦಈͱ4%(Tͱͷඥ͚ͮΛ׆ۀا
ϚʔΫΛఴ෇ͯ͠Θ͔Γ΍͍͢ใࠂॻͱͳΔ޻෉Λ͞Εͯ
͍·͕͢ɺࠓճ͸ۀاͷϚςϦΞϦςΟʢॏཁ՝୊ʣͱҐஔ 
͚ͮɺͦ ͷಛఆϓϩηεΛ໌ࣔ͢Δ౳ɺ͞ Βʹಡऀ͕ཧղ 
͠΍͘͢ͳΔ޻෉͕੝Γࠐ·Ε͍ͯ·ͨ͠ɻۀاʹ͓͚Δ 
ॏཁ՝୊ͷಛఆ͸ɺεςʔΫϗϧμʔͷؔ৺͕ྖ͍ߴҬ 
Ͱ͢ͷͰɺޙࠓͷ׆ಈͷਂԽΛظ଴͠·͢ɻ
　ࣾձ໘Ͱ͸ɺϫʔΫϥΠϑόϥϯε΍ҭࢧࣇԉ౳๏཯ʹ
อͷͨΊͷऔΓ૊Έ֬ࡐಈ͸΋ͪΖΜͷ͜ͱɺਓ׆ͮ͘ج
΋ΑΓॆ࣮ͨ͠΋ͷͱͳͬͯ ͍·͢ɻίʔϙϨʔτɾΨόφϯε
ʹ͍ͭͯ΋ɺ৽ͨʹh ࢦ ɾ໊ใुҕһձ Λɦઃஔͯ͠ϦεΫ 
ରࡦΛڧԽ͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨɺܧۀࣄଓܭըʢ#$1ʣʹ  
͍ͭͯ΋֤छ܇࿅ɾςετ౳ଟذʹΘ࣮ͨͬͯ͞ࢪΕ͍ͯΔ
͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ͜ ͏͍ͬͨऔΓ૊ΈΛΑΓΦʔϓϯʹ
͢Δ͜ͱ͸ɺۀاͷ৴པੑدʹ্޲༩͢Δ΋ͷͱ͍ࢥ·͢ɻ
·ͨɺւ֎Ͱͷࣾձ໘ʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ΋Ҿ͖ଓ͖ൃ׆ͱ
ͳ͓ͬͯΓɺࠓճ͸ɺ୆࿷ʹ͓͚Δֶੜ΁ͷຖ೥ͷد෇౳ͷ
֤छ׆ಈΛɺ֬ ೝ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͠ ͨɻ
ϚωδϝϯτΛҾ͖ଓ͖ਪਐ͠ڥ໘ʹ͓͍ͯ΋ɺ؀ڥ؀　
͓ͯΓɺڥ؀ʹ഑ྀͨ͠੡඼։ൃ΋ܧଓ͍ͯ͠Δ͜ͱΛ֬ೝ 
͠·ͨ͠ɻ͜ ͷ͏ͪɺϘλχΧϧΠϯΩʹ͍ͭͯ͸ɺҾ͖ଓ͖
εςʔΫϗϧμʔͱͳΔ͔ۀا٬ސΒͷ൓͘ߴ͕ڹɺ٬ސ
༩͍ͯ͠Δ͜ͱΛ֬ೝ͍ͨدʹ΋େ͍ʹݮ࡟ͷ$0⒪ۀا
͠·ͨ͠ɻࣗ ࣾͷഉग़͚ͩݮ࡟Ͱͳ͘ɺ͜ ͏͍ͬͨεςʔΫ 
ϗϧμʔͷഉग़ݙߩʹݮ࡟Ͱ͖ΔΑ͏ͳ੡඼ͷ։ൃ͸ɺ 

ಈͰ͢ͷͰɺେมධՁͰ͖·͢ɻ׆ΊΔॏཁͳߴՁ஋Λۀا
εςʔΫϗϧμʔͷχʔζΛ͖Ί͔ࡉ ͱ͘Β͑ͯɺࣾ ձݙߩ
͢Δ੡඼ͷ։ൃʹ͍ͭͯਪਐ͍͖͍ͯͨͩͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
·ͨɺݥةɾ༗֐Խֶ෺࣭ͷྲྀೖΛ๷͢ࢭΔ͜ͱΛ໨తͱ 
ͨ͠ɺߪങʹؔ͢Δʮڥ؀Խֶ෺࣭؅ཧج४ʯΛఆΊͯɺԽֶ
෺࣭؅ཧΛ໌֬Խ͞Ε͍ͯ·͢ɻ؅ཧख๏ʹ͍ͭͯ՝୊΋
औΓ૊·Εʹ࣮͚֬ͯ޲ʹΔΑ͏Ͱ͕͢ɺ՝୊ղܾ͍ͯͬ࢒
͍ͯ·͢ɻ
　ҰํͰɺ͜ ͷΑ͏ͳ׆ಈ͕εςʔΫϗϧμʔ͔ΒධՁ͞
Ε͍ͯΔྫࣄ΋֬ೝͰ͖·͠ ͨɻւ֎Ͱ͸ɺதࠃͷໜ໊ాࡕ
༉๽༗2�1͕࢘ެݶ�೥�݄ ʮʹਗ਼ܿੜ࢈ʢΫϦʔϯੜ
ʯͱ͠ۀاʣೝఆ࢈ ͯɺதࠃͷ੓෎͔ؔػΒೝఆ͞Ε·ͨ͠ɻ 
͜Ε͸ɺݯࢿͷར༻ޮ཰ͷ্޲΍ࡁܦͱࣾձͷ࣋ଓత
ൃలͷଅਐͳͲ͕ධՁ͞Εͨ΋ͷͰɺେมྑ͍ྫࣄͱͳͬͯ
͍·͢ɻ·ͨࠃ಺Ͱ͸ɺ೥ۚੵཱۚ؅ཧӡ༻ಠཱߦ੓๏ਓ

ʢ(1*'ʣ͕ ਺ʮ4�1�+19ࢦࣜגͷͨΊͷࢿ౤)4&ͨ͠༺࠾
ΧʔϘϯɾΤϑΟγΣϯτ౤ࢿʯͷߏ੒໏ฑʹࢦఆ͞Εɺ୸ૉ
ޮ཰ੑͷ͞ߴʹ͍ͭͯे෼Ґ਺Ͱʮ̍ ʯͷߴ࠷ධՁΛड͚Β
Ε·ͨ͠ɻ͜ ͏͍ͬͨೝఆ͸ɺ׆ۀاಈʹ݁Ռ͕൐͖ͬͯͨ
Ոʹର͢ΔΞϐʔϧͱ͠ࢿͰ͋Γɺ౤ࠨূ ͯɺۀاՁ஋্޲
ͷࢹ఺͔Β΋େมධՁͰ͖·͢ɻ
 ύϑΥʔϚϯεσʔλʹ͍ͭͯ͸ɺάϦʔϯௐୡɺڥ؀　
ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ΍ഇغ෺ͷݮ࡟ɺେؾ΍ਫҬ΁ͷڥ؀ 
ෛՙ௿ݮͱ͍ͬͨऔΓ૊Έʹ͍ͭͯɺܧଓͯ͠׆ಈ͞Εͯ
͍Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ׆ۀࣄಈʹ൐͏ڥ؀ෛՙͷ
શମ૾Λ೺Ѳ͢ΔͨΊʹɺ*/165ɾ065165ʹΑΔ၆ᛌ΍ɺ
อશޮՌڥͼ؀ٴอશίετڥ؀͍ͯ༺ख๏Λܭձڥ؀
΋ࢉग़͞Ε͍ͯ·͢ɻͦ ΕͧΕࢦඪͷܦ೥มԽ΋ɺܧଓͯ͠ 
֓Ͷ௿ݮ·ͨ͸ҡ࣋͞Ε͍ͯ·͕͢ɺΠϯλϏϡʔͰ͸ɺ 
Ҿ͖ଓ͖লΤωର͕ࡦԣഝ͍Ͱ͋Δঢ়گ΋͝આ໌͍ͨͩ
͖·ͨ͠ɻಛʹిྗʹؔͯ͠͸ɺࠃ಺֎ͱ΋ɺ࠶ੜՄೳΤω
ϧΪʔిྗΛ௚઀ௐୡ͢Δൃిઃඋͷઃஔ΍ɺൃ  ऀۀࣄి
ͷిྗϝχϡʔ͔Βͷௐୡɺ͋ Δ͍͸ిྗূॻͷ׆༻౳ɺ 
͞·͟·ͳख๏ΛϛοΫεͨ͠ഉग़ݮ࡟ͷख๏͕͕ͯͬ޿
͖͍ͯ·͢ͷͰɺ͜ ͷΑ͏ͳ৘ใͷऩू΋͍ߦͳ͕Βɺޙࠓ
ͷࡦࢪΛݕ౼͞ΕΔͱΑ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ
　Ҏ্ͷΑ͏ʹɺ4%(TΛΩʔϫʔυͱ͠ ͨ͞·͟·ͳ׆ಈ
Λใ͢ࠂΔຊใࠂॻ͕ɺεςʔΫϗϧμʔͱͷΑΓྑ͍
ίϛϡχέʔγϣϯπʔϧͱͳΔ͜ͱΛظ଴͠·͢ɻ

＊͜ ͷίϝϯτ͸ɺࠓճର৅ͱ͠ ͨ$43ใࠂॻ2�1�͕ɺҰൠʹެਖ਼ଥ౰ͱೝΊΒΕΔڥ؀ใࠂॻͳͲͷ࡞੒ج४ʹ४ͯ͠ڌਖ਼֬ʹଌఆɺࢉग़͞Εɺ͔ ࿙Εͳ͘දࣔ͞Ε͍͕߲ͯࣄͭ
Δ͔Ͳ͏͔ʹ͍ͭͯ൑அͨ݁͠࿦Λද໌͢Δ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻ
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〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-23-37

〒112-0004 東京都文京区後楽1-4-25（日教販ビル）
TEL ： 03-5689-6601
FAX ： 03-5689-6622
E-mail ： inx-prir@inx.co.jp

お問い合わせ先／広報・ＩＲ室

http://www.inx.co.jp/
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この報告書は、当社が開発した、環境に配慮したUVインキ
「Diatone Dream Cure」にて印刷しています。
用紙は「FSC®認証紙」を使用しています。




